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ここに翻刻する日記は、林若樹（本名、若吉）が市販のスケッチ
帖を手帳がわりにして記した明治四十二年九月廿二日～十月廿一日までの自筆にかかる日記一冊（清書用か、とも考えられる）である。
林若樹の事績については、云うところの「無用之人」にして殆ど
無きに等しい。近時刊行をみた中野三敏氏『師恩』 （二〇一六年一月岩波書店刊） 「はじめ ―江戸通の三大人」の筆頭に挙げられた「林若樹」の項目 は「生存中に公刊され 著書は『川柳
　
天の声』と
題した配り本二巻のみ」という。昭和五十八年に青裳堂から森銑三・肥田晧三・中野三敏の三氏共編で公刊された日本書誌学大系
28『林
若樹集』所収の跋文（森銑 並びに座談会「林若樹翁を偲ぶ會」などを参照願えれば幸いである。この日記の入手の経緯、また日記が齎す日本中世文化・宋版書誌に係る資料的な意味などについ 、『実践女子大学文学部紀要』五十五集（二〇一三年三月刊）に若干ふれた。日記の明治四十二年の後半以降 分に当たる下冊もあり、本
紀要の次号に掲載を予定している。筆まめで整理整頓好きな三村竹清の「不秋草堂日暦」に比べれば記述の分量は少ないが、興味深い記事も多く、 ここ 翻刻掲載する。近年、 三村竹清の「不秋草堂日暦」（翻刻が早稲田大学演劇博物館紀要に連載）や「南木芳太郎日記」 （大阪市史史料として翻刻継続中）など、林若樹に親しい趣味家の日記類が紹介されている。符節をあわせたようで興味深いことである。
日記を認めた懐中用スケッチ帖の簡単な書誌事項を記しておく。表紙は萌葱色地の布を貼ったもの （縦
11.0×横
18.3㎝） 。前見返しに 「表
神保町」の「文房堂」のラベルを貼る。遊紙１葉裏の左寄りに「林若樹記」と鉛筆書、その上方に「紀行」 「紀州」とやはり鉛筆書。本文１頁左肩より「明治四十二年九月廿二日 と細筆墨書。スケッチ用のやや厚手無地の画用紙に、約
28から
32行内外、字高約
10.2㎝内外
で記す。林若樹自筆である。この帖冊がスケッチ用であることは、明らかである。日本画家の結城素明が各地のスケッチ旅行に携行し
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た、ほぼ同体裁の表神保町文房堂製のスケッチ帖十餘冊を家蔵し手許で確かめることができる。
翻刻にあたっては次の要領にしたがった。
一、本文は殆ど細筆墨書かと思われるものであるが、まま鉛筆書き
の部分もある。今回はその区別をせずに翻刻した。
一、漢字は常用の字体を原則としたが、書名、人名などの固有名詞
については原文どおりとした。
一、仮名遣いは原文のままとした。また、原文に見られ 改行もそ
のままとした。原文の句読点をそのまま生かした。
一、誤字、脱字、衍字も 文どおりに翻刻し 。若樹自筆の「マ
マ」、及び「（
　
）」もそのとおりに翻刻した。
一、字の抹消・墨滅とその訂正（自筆での） ついては、訂正に
従って本文化し下字については省略した。
一、判読不能の文字は□とした。一、小字双行などは〔
　
〕に囲い、改行は／の如くそのまま翻刻し
た。
一、挿入を示すと思われる小字・傍書については、適当な箇所に
［
　
］でくくって示した。
一、原本の各丁片面の終わりに当たるところ
　
」をつけ、（
　
）
内にその頁数を入れた。
一、挿絵・図・印などは、すべて図版として該当箇所に掲載した。一、なお、本文中には、人権に関わる用語が認められる。大方は資
料的な性格を考えて原文のまま翻刻した（一部、変更あり）
が、人権問題の正しい理解の上に立って本文を活用されることをお願いしたい。
　　　　
＊＊＊＊＊
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明治四十二年九月廿二日
　
晴朗
　
水曜日
兼ての約なるイセノ三村清三郎君と共に紀州巡りを果さんとて午前九時新橋発車ニて先つ吉原なる山中笑翁をさして出立つ朝岡田村雄君宅ニ見え予ハ乗車同君ハ電車ニて ニ見送らる秋晴行遊ニ可汽車中別ニ記すことなし三嶋駅ニてわさび羊かんの賣声を聞く珍らし午後二時半鈴川着山中翁出迎［へ］らる直ニ鉄道馬車ニて吉原 向ふ途中左冨士 いへる名所を過く街道の左ニ不止見ゆ なり相憎今日ハ［山に］雲かゝりて見えず半時間許ニて着同翁宅ニ投す雑談
　
夕食後町を見めくり後山にのほる途字
シロといふ処を過く古城跡なるへし由来不詳今 病院となりやゝ登れバ駿河湾等一眸の中に収むラバー岩等の露出するを見る下山又町をありく［登 客なき］今ハさびれて淋し大宮より電燈を引く駄菓子やの店頭をてらす電燈ハ不調和也雑談更のふくるを知ら冨士郡吉永村字比奈ノ加藤七郎兵エ方ニ三代将軍より拝領の虚無僧 鑑札ありそれニハ西ハ大井川東ハ千貫樋ニ至るこむ僧取締云々とあり此鑑札維新の時紛失、手代を派出して虚無僧より
　　
を徴収せしものといふ（手代ハ
加藤氏ニ金を収めて株を買ひしな と）　
秋の夜や蔵書の癖をかこち合ふ
享保十八年秋八月再写――――植松蓮知源七郎編
　　　　　　
　
田子の古道
　　　
写本一冊
　　
吉原宿ニ関する最古き書也
　　　
駅の替ること三度
　
往来道筋のかわること五度
初メ
　
鈴川村西桃町砂山際阿字神下昔爰ニ見
　
」（１）
付を置く、（約
12行分空白）
九月廿三日
　
晴朗
　
木曜日
夜夢内ならす六時起床
　
山中翁の寓居街道よりは
裏手にあたり南は稲田際涯なく其果は田子ノ浦ニ接す北は冨岳高く東は愛鷹、伊豆之諸山西は駿遠之山々をのそみ風景いふもさらなり入口之傍菜園少許あり秋草今盛りなり七時過る頃翁並ニ翁ノ息清子と三人大宮ニ向ふ大宮は吉原を去る三里許ニありて馬車鉄道通す馬車来されば少しく徒歩せんとて冨岳をのそみつゝ行く、行く〳〵翁之談を聞く行く手ニ見ゆる天守嶽の就ての口碑に　
昔天守嶽ニ炭焼の大尽あり粟の種を八石冨士の
　
裾野ニ蒔く（冨有をいふ也）天子より御姫様を嫁に貰
　
ふ小判を持ち来りて御衣に蒔き與ふ長者之を見て笑
　
て曰かくのこときのものは以之炭焼の竈を築くへしと
　
頼朝公冨士の巻狩の際諸将卒に饗應すへき盃不足
　
なりしに此長者にはありあきれる程あり将軍聞て大に
　
恥づと長者依て其盃を埋む其処 節無 芦生す
　　
俗謡あなた天守ヶ嶽ヨーラクツヽジ私しや白糸ふぢの花（天守ヶ嶽の／ふもと）
傳法の大徳寺邊より布目瓦出る傳法の三日市場〔冨〕知浅間あり元ハ淵浅間といふ天龍川の淵なりと
　
」（２）
［吉原より北西数丁石坂に］に膳塚あり膳を貸すといふ傳説あり此邊石塚をボッコといふ普通此語ハ破衣ニ用ゆ三日市場の邊等古墳あり大宮浅間額
　　　　　　　　　
冨士郡今泉村字石坂
　　　　　　　　　　　　　　
に鶏頭豆一本蒔けバ
（額の絵あり）
　　　　　　　
二合を得と弘法に
　　　
就ての傳説あり
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吉永村の近在ニ漢竹権現社
　　　　　　　　　　　　　　
かくや姫を祭りし処其近傍に姫の墓あり
　　　
一品親王之書
　　　　　
傳法冨士山保寿寺（旧七月
　　　
廿三日夜虫地蔵として参詣多し）
　　　
山門ニ書して曰立春大吉山門
　　　
繁盛
　　
三日市場より馬車に乗して大宮ニ向ふ、傳法、長沢、入山瀬、
――――――――にて馬を替ふこゝ［に］冨士製紙の第一工場ありこゝより地勢やゝ上り［と］なることいちゝるし天間、二工場、東新町（此間ニ三工場あり） 至る既に大宮町の入口也神田町にて下車これハ町のやゝ中央なり絵はかきなど求めて町をありく長十数 山間としてハ大なる町なり［◎］早けれと昼飯（稲荷すし）をなし冨士登山道と別れて左ニ入りて行く と数町衣掛松の碑あり松は枯れ 跡なし（明治廿六年の建碑）木花咲也姫の御子 産ませし き衣をかけたる松のあと りと見えたり泉なる発電所前を過き右ニ山をのそみて一丘越す頂上ニ茶店あり小憩下ればやゝ平坦 る土地に出つ左に此原を行くこと十数町沼窪の石塚に出つこれは
△
［◎大宮］浅間に詣つ境内いと廣く馬場、千住院池等 泉水湧出清洌玉のことし維新の初官幣中社となり現今大社となる然れとも維新前ハこゝを東に去るこ 一里半登山 旧街道に当りて村山浅間 称する処なり此方正当 や 疑あ常に両社の間に確執ありて紛紜絶えす或時大宮浅間の宮司より村山の方に一子を養子として遣ハして親戚の好を結へり或年聖護院の宮来り給ひし時（村山は聖護院派ニ て宮は一代に一度ハ村山ニ来り給ふ例也）大宮の宮司も席 出 宮ニ冨士山
　
」（３）
正面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（４）
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側面
　　　　　　　　　　　　　　
正面東
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
南
　　　　　　　　　　　　　　　　
」（５）
　　　　　　　　　　
神司三職
　
大宮司
　
高三百石
　
富士
　
上総介
　　　　　　　　　　　　　　　
公文
　　
高八十石
　
〃
　　
長門
　　　 　　
案主
　　
高四十石
　
〃
　　
兵部
本宮といふ額の揮毫を乞ひ深く蔵して後大宮浅間の山門に掲けて其本元なるを示せり大宮は大日如来を祭りて表大日といひ吉田は薬師佛にて裏薬師といふ大宮浅間は頂上の中央より吉田口八合目迄七合目以下は吉田の支配なり村山は頂上中央より前面を支配して登山者より山役銭 とりて山切手を出す無之ものは登山を許さす大宮ニても出せしが村山口ニては通せす此切手の直段村山百卅三文大宮ニて八十三文
　
山切手を室に渡して泊る山仕舞
のとき取まとめて登山者の総数を知る金剛杖は山切手を渡すものにうるなり（ 役所ニて）今は大宮の町ニてうる［今も］（本宮表口改）と烙［印］す はこれか為也
　
」（６）
山切手は
	
	
	
村山ニハ三坊あり池西坊、
　　　　　
町
　
処
	
	
辻之坊、大鏡坊共に聖
　　　　　
・・・・
	
	
護院配下の山伏なり
右山中無相違者也
	
	
大宮は神道なり、
　
月日
　　
辻
　
○
	
	
今村山は荒廃し且つ登山
　　　　　
池
　
○
	
	
口も変りたれは知るものも
　　　
（紙端ニ）
	
	
なし
　　　
室役人
	
	
山伏の家 さん〴〵になりて
	
	
	
古きを知るものもなし
大宮浅間社の傍に福石子育大明神といふ社あり社前ニ一大銀杏あり昔、大工の畸人あり銀杏に上りて不動を刻む知るものなし銀杏の木葉をふるひしに其姿あらハると其銀杏といふもの幹は二抱程もありて其幹の高処ニ四角なる穴を穿ち中に小佛躰見ゆされと熟視するに別に佛体を入れたることし近頃小さかしき のゝ其大工 話によりて新にハメ込ミたるものならん歟大宮浅間の神主の立咄に 宮司家も（姓冨士）明治三年十月の回禄に文庫ぐ も落して僅に系図を出したるのみにて書きたるも なし神庫に薬師佛一体ありこれハ
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（約７行分空白）大宮浅間社は安政の大地震につぶる、山門の
　　
は慶長年
間の作
　　
鐘は金石年表にも見えたる名鐘なりしか明治二
年ニ三嶋の金物商に拂ふ
　
」（７）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（８・９）
　　　　　　　　　　
冨士製紙にては支那向の
　　　　　　　　　　
白紙を造る、
　　　
此白紙書籍となり 又日本ニ
　　　
再輸入せらるゝかと思へ 可笑し
　　　
傳法
　　　　　
冨士山保寿寺の鐘ニハサヤ形を附す
　　　 　　
宝永〇年号也
　　　
左夜中山の鐘ニハ麻ノ葉の形あり
　　　
年号を忘る（山笑翁談）
ピラミッド形の石塚ニして一狂人の築きし処といふ前面ニ一小碑あり其文
冨士郡大宮町沼窪字小杉原ニ一奇人アリ佐野幸右ヱ門トイフ天性寡慾廉直常ニ摩利支天ヲ信仰ス齢四旬ナル頃心ニ悟たる所アリ決然捨家起居山野飢えれは則ち出テ食ヲ乞ヒ倦ケハ則チ山間ニ眠ル只意ニ適スル所ノ石ヲ見レハ不拘 在之如何不問道之遠近不擇途之難易或ハ数人合同戮力スルモ運転シ能ハサル如キ巨石ト雖口ニ摩利支天ヲ二唱スレバ則チ軽々運搬シ得タリ如斯三十三星霜如一日確固不抜之念遂ニ能ク此［一大］石塚ヲ積成セリ〔周囲三十五間／高廿五尺〕是摩利支天此清浄無垢ノ人ヲシテ此擧ヲ成サシメシニ非スシテ何ゾヤ後人其当時ヲ追想シ摩利支天塚ト称シ専 益深ク従
　
」（
10）
テ霊験顕著ナリ依テ茲ニ石碑ヲ建設シ由来ヲ略記シ以テ不朽ニ傳フル者也于時明治三十五〔壬／寅〕年初夏
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碑文ニよれば一狂夫とのミあれど山中翁の古く記す処によれバ小杉原の者にて身代さして貧しといふものニてもなかりしか最愛の妻ハ近邊の僧ニ通せしを恨み狂気し石を積ミ上くること四十年間遂に此石塚を製出せ と明治廿八年より七ヶ年まえニ此狂人炭焼かまに入りて焼死せしを見出せりといふ其娘は大宮西町旅人宿佐野栄七方ニ現存 り（明治廿八と申なり）当時山中翁の測定する処高凡二間半周囲凡廿七間上の石角を計るに五間余あり石 大さ七八寸よ 大なるハ二尺余ものあり大 ノ人角田金一郎氏測、高サ二間周囲廿五間、狂人の摩利支天を信し大石を動かすニ摩利支天様ゝゝと唱へたりといふことハ碑文ニ同しこれを沼窪の
狂キチガイ
夫
塚といふ
此地高地の一角を占め冨士川を［山を距てゝ］遥に眼下ニ見古墳ニて あり相な地なり若し古塚 土台 して築き立てしニハあらすやなと山中翁ニ語る
　
時ニ午後一時
こゝより沼窪村ニ下り星山の観音ニ至らんとす、又左の山に入り一小径をあ たこ たとさまよひ農夫の教により又一山をこえあえき〳〵漸くにして観音を眼下ニ見下す山上に出つ冨士側面ニあらわれてうるハし観音境内ニ下る此観音ニハ百廿反の歓音像あり彼岸の時開帳すと聞き至りし 春之彼岸にのミ拝ますといふに失望す境内 美事なる杉の神木ありこゝより帰途につき又大宮に帰らんより冨士製紙方二工場
　　
に出る方近きをもて山添を
めくり〳〵て歩むこと四十分許ニして馬車道 出て小憩途中丘上より此邊り一眸の内 あつまる処を写真す
　
」（
11）
馬車来らされバ稲冨迄徒歩同処より馬車ニのりて途中曽我兄弟の墓ありといふ
　
福泉寺はあの森なりと山中
翁の指さすところを見て過く五時過吉原町ニ帰着、直ニ銭湯ニ赴く途天満宮（吉原の氏神）を見る此宮の額は［享保庚子七月］廣沢先生之書なり銭湯はざくろ口を取りたりといふのミにして古風也入口の上にざるをかくこれは去年三嶋神社の池をさらひし時に用ゐしもの 五十年目ニ一度擧行）火除の呪として珍重スといふ帰へりて夕食、日記をしたゝめ後
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吉原町宝仙寺前田録郎墓　　
ウラ明治三十九年一月三日没
　
前田録郎之墓（心嶽通珠居士）
　　　
明治三十九年十月廿五日没
　
録郎妻孝之墓（浄光妙珠大姉）
　　
出てこでもよいに出て来た苦の娑婆を
　　　
けふ立去れる身こそ安けれ
　　　　
寐語
　　
快よく常なき風にをそはれ
　　　
すゝしき國へ行か楽しさ
　　　　　
ぶた兼
黒ぬり字金　　　
享保庚子七月
　　　　　
天
　　　
満
　　　
宮
　　　
東武廣澤知春
　　　
敬題
　同寺門前に建てたる録郎の狂歌碑　　　
碑背
　　　　　
明治三十九年
　　　
三月廿一日建設
　　　
六軒新道
　　　
通称前田録郎
　　　　　　
六十四翁
　　　
寐語
　　　
戯吟
　　　
たれも知れ
　　　
此世の尻の
　　　
仕舞には
　　　
屁よりももろく
　　　
きゆる玉の緒
静岡江川町本屋通称本市の番頭吉原ニ来り役場ニ勤め蜀山風の書を好くす
　
（山中翁の雑記より）
吉原の羽子つき唄
　
」（
12）
　
オキヨーヨオ京
　
ツネサン十ョ
　
オ京ヨオ京ツネ
　
サンセヨ
　
オ京ヨ
　
オ京
　
ツネサンセヨ（百迄一ツコトヲクリカヘシ／テ初ヘ
戻ル）ハ子守唱　
寝―ぬと根方へくれてやる（根方ハ冨士根／方の山村也）起ると
　
奥津へくれてやる
山火事の時　
山火事やける
　
虫けらにげろ
　
ホーホ
　
ホラノ貝
子供之詞　
うちの前じや
　
天王様
　
外へ出れバ嫁ッ子
子供に問ひて知らぬといへバ　
シラン
　
カンピー
　
ネコノクソ
オドかして
　
オツカナイといへば
　
オツカナけれバコができぬ
吉原手玉歌　
コンコン
　
コンサン山マイリ
　
オコンノコトナラ百七ツ
　
ソレホドヒトリテ
　
ヤルカハリ
　
アスハハヤヲキ
　
四十九枚ノ戸ヲ明ケテスマカラスママ
　
デ
　
ハキダシテ
　
マドノアカリデ
　
カミユーテ
　
チヤン〳〵茶
　
釜デ
　
ソコハライ
　
ジイサンバーサン
　
今朝の茶のコは
　
ナンヂヤイナ
　
ボタモチジルコデ
　
マヅ〳〵
　
一トカケヤーシタ
　
死亡の時忌中の簾に文字をスカシたるを見たり、
　
死装束は旅の装束をさせて杖をさせすと山笑翁語る
土人徳松戸作子来話十時半に至る今日行程四里許山道なれハつかれたり廿四日
　
夜来之雨霽れず
六時起床、笑翁予ト蔵書之為め火災のうれへなき地ニ移轉且つ家屋に離れて土蔵を建つへく勧告さる且曰火災之際は桶と雀の巣危険なり文久頃の西丸炎上は町方に大火ありて其火ノ子樋に落ち夫れより雀ノ巣にうつり屋根うらに
　
」（
13）
もえつきしなり又、度々の炎上ニ鑑ミ時之御老中某の計畫ニて大奥と御表との間に七十遍塗の土蔵を建て列らね（七十遍塗は最上等の土 也）口は皆
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大奥に向ひ表と奥とは間を通する御鈴廊下は則ち蔵の中を通する様ニし扉銅ニて包て万一の際其廊下の銅扉を閉つれは全く其連絡を絶つことを得る仕組なりしか明治初年ニ至りて皇居炎上ニハ一つも残す所なかりしは如何なることなりけん防火も烈風ニ遇ひてハ防く たし 見えた 云々九時頃やゝ晴れ模様雨もやむ九時半笑翁宅を辞し馬車ニて鈴川ニ至り十時発車ニて中泉ニ向ふ又雨ふり出つ今日は見付なるヤナヒメ神社之大祭ニて此夜 有名な 裸祭あ 晴天なれは十万人の詣人ありといふに此雨ニてハ如何静岡ニて鯛めし弁当を取る朝のうれのこりと見え飯冷えてまづし午後一時過中泉駅着乗車雨 つ て見付の赤松家着叔父上伯母上のすこやかにましますをよろこぶ宮下 みよ子の躰の大きくなりたるニ驚く離れの家には、成田こと子息友春子を携へてあり今夜の裸祭みんと 夕方少しく睡眠夕食後
　
雑話
　
雨益々盛也
午後八時成田こと と同行見附町に行き此町の師家成瀬弥九郎方の二階ニ登りて見物、九時頃よりまんとう二三を先き立てそれにつゝい 裸の若者数十人ふんどしの上にやゝ［足の］くろふし迄もあらんと思はるゝ長きこしみのをまとひうしろ鉢巻にて手に如図　　　　　　　　　　　　　　　　　
提灯ふりかさし一團とな
　　　　　　　　　　　　　　　　　
りもみにもんで天神社に向
　　　
ふ一團毎に一人鈴を手
丈ケ一尺五寸許
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
14）
に持したるかヤツショイ〳〵といふ声に和してシャン〳〵〳〵とひゞく其團中よりはミ出されしものは又背中を後ろにして其かたまりの中へ ひ込ミてもみニもみぬく
　　
手にせる提灯の光のかたま
りとなり押しつ押されつゝ行くさまたと は池の緋鯉の麩を争ひて水中を行くに似 り小児の大きなるハ七八才、小さきは今年生とも見ゆるに同し様させて肩車にのせ 同しく此むれに加ハ てもみ行かくせは其子息災なりとの言傳へによれり今日は雨ふりたれは小さ子なと赤き衣につゝみ肩車 みて行くもいたいけなり
　
かくして各組の一團々々
天神社内ニあつまりては又引かへに宵 中なるは夜中に行ふ鬼おど の豫備にとてするなり
　
十一時過き
てハ此團体も皆一ト先其組々にかへり去れり渡邊書店ニ（集古會員也）行き雑話遠江史蹟瑣談を求む　
山中笑氏の発見せる当町宣光寺の［家康公寄進］天正の古鐘は此
　
銘なる霜月廿四日によりて昨年より［此日を以て］縁日となせり
　
廿一［二］年の頃坪井博士未學生にて巡廻の頃小学の先生某
　
貝塚の案内をなす其際渡邊氏（隆次郎）小学生な
　
りしか先生か巡査ニ引はられ行くと聞き其あとを追
　
ひて行きたることあり
こと子、みよ子友春子、女中なとうちつれ雨の晴間を天神社に詣づ町の両側二階ニハ毛唐うちかけて皆見物席とす
　
所々家の庇より奥迄一面に人のいねた
る様のマグロの荷 つきたる様なるニハ驚けり今日ハなれバかゝる家少なきなり晴れの時は家といはす社の空地皆人のふしどとなりて足のふミところもなしといふ此祭りは此近國切つての大祭なれ 遠くは天龍川上よりわざ〳〵一年中の楽ミとして出くるなりといふ坂道をのぼりて社を拝す拝殿の廊下 と休憩人みち〳〵たり又成瀬の家ニかへる
　
御神輿の
渡御は二時過くる頃といへは暫く毛布うち冠
　
」（
15）
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まとろむ午前三時近くなりて雨霽れ星斗爛々たり月の入りと共に神輿はわたりそむるなり其先各組の團体宵と同しく万燈（此地ニてハ
花ダシ
車
といふ）を先きに裸の
人もみにもみて社に向ひて拝殿に上りてもみにもむ身躰の熱を防かんか為めに水を把杓もてうちかくるに直に蒸発す一夜ニ費す水何石といふ餘程頑強なるものにあらされハ殿内に十五分よ 居ること能ハすといふ月の入りと共に合図の煙火を打上くれは一番ぶれわたり二番ぶれ来り三番ぶれの團体は口々 火を消せ〳〵とわめく其時全町一時 火 滅して煙草火も許さず（此時つき居るあかりは警察署 のみなりしか二三年来これも消すことゝなれり神威警察 及ふといふべきか呵々）三番ぶれ過く ニ間もなく神輿白丁着たるものにかゝれ一目さんに け足もて進みて［町の中央なる］惣社内に渡御、つき従ふ若もの共皆無言［暗中］手をバタ〳〵二ツ拍子にうちハヤシて馳け行く其音足音 シト〳〵〳〵と相合して荘厳なり神輿わたれは煙火上る之を合図 一時に煙火を点ずるなり に四時半東やゝ白ミかゝれり廿五日
　
晴
家にかへれは五時直にふしと 入る
　
十一時起床
午後又午睡夕ニ至る　　
（宅、山中、三村、赤松、岡田）
　
山中翁よりはかき
夜八時より郵便を出てかた〳〵町に行く天神社ニ詣つ、神輿の還御既に終り（八時頃になるへし惣社より出社へ）供奉の人数数百人提灯ふり照らして山を下り来るに遇ふ露店見せ物大方［荷を］片付け居れり一軒からく の見世あり両人両側に立ち［細 ］竹杖もて台を叩きつゝかたみかわりに節をつけてうたふ文句出 て振るへり　
妾ハ吉原仲ノ町左右は数多の女郎屋
か○
○な
終りに　
御目かとまれバ一銭の
泣○
○
○
別れ
其節は早口ニてあまりにふしハなく軍歌を朗讀する
　
」（
16）
如し廿六日
　
曇
六時半起床
　
庭園を見めくる蓄犬ダムソンつきまとひて
狂ふ露西亜種なりといふ午前家僕をして裸祭の行装をなさしめて撮影午食後、［成田こと子と］叔父上に扈従して磐田原へ赴く一時間許にして達、元天神の祠新になれり（赤松家地所内也）其傍らなる赤松家の扣 を往来をへたてたる場所にうつさんとせし 其跡に突然□四尺程土地陥落せるを以てなにか埋没せるニハあらすやと今朝よ 人夫三人ニて発掘せしめたり予の着せし折ハ既に丈餘 掘れり就て見るに普通の土地ニ 別に替るこ なきを以て発掘を中止 む此穴の出来し時一人の人夫落ち入りしか此人夫は元天神の新築に反對せしものなりしかハ神罪なりといへるもをか且つ［初］此穴出来 時よ 赤松家地所内に穴別出 夫れを発掘せしに巻物出て直に御上ミに献納せ に御位の やか上に貴き上ニ又御位を進められ給ひしなと取沙汰しきなりといふ［人恐］今日の発掘を聞かハ又いかなる噂考出さんか、ダイダラボッチの跡など見予か所有地 みめぐり赤松家地所内 る松茸の出る場所など［たど］りしかど未時早くして無し又元天神ニかへり直ち 帰途につき元来し路をかへる途中報徳社、
　　
寺に山村鑑三郎氏の墓を
展し御さん城（城跡）を見て午後五時帰宅つかれ り直ニ入浴
　
夜雨
夜
　
叔母上より［両國］薬研堀の［家の］話を聞き家の図取なと書して／示さる
十時就寝廿七日
　
雨
夜来の雨はれす午前叔母上より前夜の御話つゝきを承る午後静養
　　
午後雨霽
　
快晴
宅、三村氏よりはかき来る
　
」（
17）
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尾張名所図会、尾張志等過眼夜薬研堀ノ旧居絵図を引き叔母上の註解を記す当所昼間ニても未藪蚊出てうるさし廿八日
　
晴
午前
　
町に赴き断髪
宣光寺ニ赴き刺を通して山中笑翁発見之家康公寄進之古鐘を拓す鐘は門側鐘楼ニかゝれり堂内ニハ漬物桶等二三横ハれり拓模三葉僧に面會して鐘ニ就て古事を聞く維新前は此鐘地蔵堂内ニ注連を張 て安置し開帳等之時ニあらされは展観を許さす維新後宣光寺の鐘學校に差出す（恐らくは賣却せしなるへし）其跡に此鐘を引出して据へしなりと午後一時帰宅午後書見夜月よし女中など皆國府八幡の祭礼に赴く叔母上より薬研堀の話を承りて十時に至る手習師匠之事、物 之事、家の様子、稽古事、宅へはかき三葉封書ニして す廿九日
　
曇
昨夜不眠
　
終日不快
　
今日名古屋へ発足之豫定な
［りしか一 延して］閉居午後より雨
　
夕入浴
中秋無月
　
」（
18）
　　　　
二尺三寸
　　　　　　　　　　
厚一寸八分
　　　 　　　
口径一尺七寸
　　　
此処・周囲
　　　　　
五尺五分
　
　　　
」（
19）
卅日
　
大雨
　
夕ニ至りて霽
　
月出つ
終日
　
薬研堀の旧居の図を叔母上の談をたよりに引く夜
十時に至りて完成当所未蚊軍
　
日中と雖攻撃止ます
十月一日朝起後園ニ散歩す圃中緑葉煙のこときもの一叢をなすものあり近［つ］き見れバアスパラグスなり高五尺許蓼々たる細葉露を帯ひて優姿いふへからず加ふるに紅色の小実其間に点綴するをや
牧野：林若樹日記・明治四十二年（上）〈九月廿二日～十月廿一日〉
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午後一時十八分中泉発にて名古屋に向ふ廣田華洲君方に塔ず（約
10行分空白）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
20）
二代目　
廣田
　
伊兵ヱ
　
狂名
　
伊勢ノ濱荻［六樹園側］〔四谷傳馬町三丁目里俗車力門
　　　　　　　　 　　　　
／横丁ニ住
　　　 　　　　
文政元年八月朔日没［享年六十］葬南谷冨久町善慶
　　　 　　　　　　　　　　　　
寺法名釈道順
　　　
質店伊勢屋
　　　
兼て尾州御用達
三代　
〃
　　　　　　
狂名愚童斎［号］梅園
　
安政六年二月朔日没
　　　　　　　　
享年七十四葬同処
　　　 　　　　
俳諧、並狂歌を詠す
　
〃
　
妻
信ノブ
　　　
和歌を詠す手跡は夏蔭の弟子後ニ山内豊
　　　
城を師ニす豊城ハ夏蔭の弟子ニして代稽古
　　　 　
をなす
懐紙
　
千歳へん松に六十路の古扇
　　　　
よハひくらへをすなる気つよさ
　　
濱荻
短冊
　
こそよりのちゝむ寒さとひきかへて
　
柳
　
余ほとのひたり青柳の糸
　　　　　　
濱荻
上棟
　
長閑なるはる 日和に棟上
　　　　
（愚道翁）
鶴舞
　　　　
空にも千代と鶴か舞ふとは
　
（約
10行分空白）
　　　
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　
」（
21）
（白紙）
　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
22）
二日晴朗
　
唯夜寐くるし
午前八時半主人と同行
　
御城内を抜け堀川を過き
江川端なる［ボロ］古道具屋ニて油壷三、水口煙管一を求む店は老夫婦のミニて雑然たる中に座す一隅に記して曰　
手附金五日限り流レ
　
並ニソメキ見タヲシ一切御断
　
シヤウベン御断申候
同しく江川端ニて駄菓子やの軒を並へたる所を通過し傳馬町通りより袋町なる平井骨董舗に至る何といふことなく陳列すること数千点なれど扨買ハんとするものな に大須ニ向ひて［名古屋一の劇場御園座 横ニ見］行く途中桑名町ニて又油壷を得ること五、新地［遊郭］を抜けて大須真福寺ニ至る大須の観音 て境内ニ玉ころかし見世物等ありて東京ニては浅草 観音ニ比すへし境内の料理店
八ヤチク
千久
ニて昼食廉價を以て名あり
座敷四畳或は二畳敷多くし 東京のことく入れ込とせす、二畳敷の中ニ客と藝奴 相對して浅酌低唱する処作ハ安本亀八ニ御座り升 いひたし真福寺内ニ大石真虎の墓あり 聞けと墓地ニ締りあれは見ず七ツ寺を抜け西本願寺境内を通過し橘町の清涼山榮國寺を通る此寺は京都禅林寺［光明］寺末元御仕置場寛文五年土器野へうつし其跡に西光院の住僧可信一寺を建立して隠居所とす同六年丹羽郡塔ノ地村薬師寺の丈六の弥彌陀を 清源庵といひ貞享二年藤田 と改京都禅林寺の住僧貞準を開山とし同し年秋再今の山号 号に復す ハ尾張志に誌す処同誌の千人塚
　
」（
23）
石碑あり切支丹の族を誅せられし跡なり あ
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其千人塚見んとて尋ねしかそれと覚しきものもなく境内ニ一地蔵堂あり千躰地蔵といひ［亡き］小児の持ちし玩具等あまたかけつらねたる あり［堂内の］地蔵菩薩は新らしけれど其台座と覚しきか［自然］石を築 たるあり思ふに千人塚の跡ニて其碑は亡失し其台座のミ存し千人塚といへるが千躰地蔵ニ変 たるものならんか尚可尋東本願寺を抜け熱田街道を ゆむ今日晴れて風なく歩行けはやゝ汗はむ程なり［程なく］熱田の一ノ鳥居跡ニ至る此傍に元、九華軒と称する［尾張］扇を賣る家あり招牌に元禄頃 風ニて朝鮮様御扇とありは代は同し れと職を箱師ニ転して招牌も行込たり入りて其因由を問ふに［記］録も失せたれは詳細は分明せざれど元朝鮮より扇 折る法を傳へ岐阜ニて業を開き居りしか名古屋城の出来之時此地にうつりしな といふ熱田ニ入りて又油壷四個を得二ノ鳥居跡の菓子舗ニて此地 産の藤團子を求めんとせしに今日 製せすといふ昔はシン粉もて細き輪を五色ニ彩り一ツニ下け うれり土産ニハ皆求め帰へりしものといふ はシン粉をアルヘイニ代へしといふ相憎無かりしハ遺憾也熱田神宮を拝す名古屋よりハ熱田迄一里有余なるへし境内清水社の傍ニ元ト楊貴妃 碑あり貞享の頃毀ちしといふ境内の［大薬師跡ノ］茶店ニ小憩す茶店前に弘法の魚石といふものあ 社前 一商賈ニて清水社ニ奉る目をかける額並ニ猪（予の生れ年なれハ求む／十二支揃ひてあるなるへし）の額を求め［社前の通りを真直ニ行けは熱田の海岸ニ行く夫 を左リニ］傳馬町を通りて裁断橋里俗オンバコ橋欄干の擬宝珠の〔銘〕 拓模す其全文左之如し
　
」（
24）
（約
16行空白）
こゝより帰途ニ就き電車ニて廣小路下車日露役の記念碑を観る不格好なる砲弾形なり左りへ［武平町通］途中道具屋二三を素見す何もなし杉ノ町通を
直スグ
に帰宅す
れは五時なりつかれたり華洲氏の妹婿なる主税町なる田中幸三郎氏方へ赴き入浴夕飯を喫して帰宅此日記を認め終れバ八時半なり名古屋のいろは短歌はいさゝか違へり　
いしの上にも三年
　
ろんごよミのろんごしらす
　
八十のてならひ
　
にくまれごはよにはひこる
　
ほとけのかほも三度
　
とうふにかすかい
　　　
」（
25）
　
ちごくのさたもかね だい
　
りんげん汗のことし
　
ぬかにくぎ
　
るいをもつてあつまる
　
鬼も十八
　
笑ふ門ニハ福来る
　
かわいゝ子ニハ／たひをさせ
　
よめとほめかさのうち
　
たていたに水
　
れんぎてはらきる
　
そてのふりあハせも多少の縁
　
つきよにかまをぬく
　
ねこにこばん
　
なす時のえん／まかほ
　
らいねんのこといふと鬼か笑ふ
　
むまのみゝニかぜ
　
うぢよりそだち
　
いすんさきはやみ
　
のみといはゞつち
　
おふた子に教へられあさせを／わたる
　
くさつてもた
　
やみにてつぽう
　
まかぬたねハはえぬ
　
やき下駄にやきみそ
　
ぶかきをのぞんでうすきをしる
　
ころばぬ先の杖
　
頭人につれハとうの の
　
てんに口ありかべみゝ
　
あきないはうし よたれ
　
さるもきから落ちる
　
ぎりとふんとしかゝねハならぬ
　
ゆうれいのはまかせ
　
めくらのかきのそき
　
みわみでとほる
　
しわんぼうのかきのたね
　
ゑんの下の舞ひ
　
ひざともだんごう
　
もちはもちや
　
せんだんは二葉より
　
すゞめ百迄踊忘れぬ
　
京にいなかあり
途上所見　
屋ごし車（東京ニていふ引越車）
　
二階貸します又むせも（方言ニて店のこ を／むせといふ）
　
便所往来に面して為す様に造る（東京と反對）
　
賣出しの時必す竹に五色紙をつるして門に立つること
　
七夕竹のことし
　
熱田ニて見たるは此竹を立てゝカシワ大賣出し
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スッポンをトチ
　
だんごをミタラシ
　
うなぎめしをマブシ
自転車もたらかすを御断り
 　　　　　
」（
26）
三日
　
晴朗
　
日曜日
昨夜半目覚めて夢を成さず暁僅にまとろむ午前九時半華洲君と瀬戸に行く歩むこと里許大曽根なる瀬戸電気鉄道の十時発車ニのる大曽根は名古屋の郊外ニして田甫相つらなりなかめよき所なり矢田河の向ひニ一森林あり華洲君指さしてかしこは長母寺といひ無住國師入定之地境内ニ樹木を植ゆれバ皆檜 芽を生ずと此寺之畸人蓑虫老人の遺物を存す 、線路は瀬戸街 ニ離合して進む守山、小幡、等を過き印場ニ至るこゝは中央に当る池のかい干と 一村 男工壇上ニ立ち為め 駄菓子やハ店を開けるを／見る十一時瀬戸着、この邊り既ニ山近くなりて［小松まちりの］
几ハゲ
山つら
なりて［中を瀬戸川通し］山陽道の長府邊之景色 似たり朝日楼ニて昼食（松茸、卵の吸物、黒鯛塩焼）瀬戸は瀬戸川を 央ニして南北之新街 分つ南新街の加藤春光氏方に至り窯を参観職工賃金上ハ八十銭より女ハ下十銭より二十五銭位時間ハ朝六時半より日没ニ る頃年不景気ニて現在之職工二十五六人位盛んなる頃は三百人位居りたり窯は五連の上りがま一ヶ個を持つ元ト此地之窯元は頗る呑気ニて 限を遅らすことなと何とも思はす注文したる品の出来上 しかと思へバ茶碗の身のミ焼上け蓋を都合ニて次に延せしなといふこ ありて世話の焼け ものな 頃日は漸く改善して其弊も少なくなりしといふ窯の内部ニ入りて見る一カマ高さ一丈三尺許陶器の棚（ヱ［ブタ］ いふ）を陶柱（ヱといふ）にてさゝえて
　
」（
27）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
28）
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」（
29）
幾段ニモ棚をつくり其内部には
生ナマ
のものを並列し
あり初めに下なる窯ニ火を入れ漸次上ニのほりて約五日ニして焼き上く［初め焼〆又素焼窯ニてザット焼て］焼〆といひ夫より
上ウワ
薬をか
けて［此］本がまに入れてやき上くる也窯起しを為して（窯より出すをかま起しといふ）荷造をなして名古屋ニ出し上絵をつけて
錦キン
がまにかけて製品となるなり
　
小窯ニやく時もサマをエンゴロウといふ
　
窯をつくるに用ゆる
　
煉瓦（
生ナマ
にて）をクレといふ
窯ニ焼〆を運ふに尺板［長九尺許］にならべて其中央 肩にして
運ふ巧妙歎称に値す　
工場ニて使ひ居りし陶製のロクロ台は置物ニ欲
　
しかりし
ローズものは夫れ〳〵買ふものあり破片等の廃物は品川の白煉瓦製造所より窯元ニて一俵を壱銭ニて買行く瀬戸ハ現今ニては多く土を肥前［三石］、三河等より取り土地よりはガイロメと称する土出つこれを合はし 製すゴスなと出るといへとも経済上採取せすといふ陶祖［藤四郎］のことは古くして
　　　
今の瀬戸の恩人といふ
へきは［享和より］文化にかけての民吉といふ工人なり夫れ迄は土焼多かりしを此民吉今の白 染付を傳へしなり元トハ信濃、赤津、瀬戸、クヂリ、等［同しく瀬戸ニして今は］各ニ 品を異にす藤四郎の遺製を傳へた ともいふ き赤津焼なり加藤氏の息の饗導ニて藤四郎の碑を見る町よりやゝ瀬田川に沿ひたる一小丘 上にありて陶製なり慶応二年の製作なり碑を囲ミて
　　
あり廟のことし
碑後五輪塔あり陶祖の墓といへとも信しかたし陶祖の釜は椿がまとい これより尚上手十数丁の処
 」（
30）
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ヤキモノ獅子／牡丹慶應二年寅二月
　
阿部伯孝撰
下野殿陶祖春慶翁
□
　　　　　　　　　　　　　　　
」（
31）
あり古くは種々其遺品を出せしものといふ丘上より附瞰すれは瀬戸町一体をみ、遠く錦城望むて瀬戸町戸数三千人は一万ニ過くといふ盛んなりといふへし丘上を下り元との道をかへる途近年盛んに玩具店に見ゆる陶器の小玩具に絵ノ具をつくるをみかけたり此 より製し出すことを知りぬ瀬戸町の氏神深川神社 詣す瀬戸川より一町許入りたる処ニあり八幡を祭る社傍ニ小古墳の口のあきたるあり社後は一大古墳状をなし居れ 蓋し八幡宮之神躰なるへし普通ニ此地は藤四郎の陶土を発見せしより此地 開けし様ニいへ 此古墳を見れバ其然らさるを知るへし加藤氏に別れ二時五分発にて帰途ニ就き三時大曽根着徒歩二三のボロ道具屋を素見し四時帰宅直ニ日記をしたゝむ　
瀬戸のステーシヨンニて所見
　　
窯元御用達
　
傘下駄、足袋等の廣告
　
瀬戸ニ陶器館あり参考品並 現今の製品を陳列す
中に先祖藤四郎の焼きし駒犬一体あり国宝 列すといふ今日日曜日ニて休館展覧 得さりしハ遺憾（３行分空白）四日
　
月曜日
　
曇
午前
　
中井敬所翁之印状、宅並ニ岡田君へのはかきを認む
午前九時華洲君と又道具屋あるきをなす途中顔を剃り皆戸町の吉川弘道翁をたつぬ翁年七十許耳聾して大声僅に通す翁は画師ニして最砂子を置
くに妙なりといふ名越集古會之主唱者にして集古會々員也種々名古屋の古事を聞かんと期せしか耳襲して通せさるを以てそこ〳〵ニして出つ御園通りを又大須の方ニ行き東すし（名 屋ニては有名のす や）の
　
」（
32）
支店ニ入りて昼食中 旨し大光院境内を抜て境内ニ烏頭座魔明王の堂あり［祈願するもの］支干の絵馬をかゝく元ト大松ありしか枯れしといふ門前町ニ其中堂を尋ぬ何もなし僅に小寺玉晁序ある雅長随筆一冊を得〔自筆本中村又蔵雅長元文／宝暦頃ノ人〕同町の万松寺 六林の墓所を尋ねしか不明万松寺は元ト大寺なりしか今は南区の区役所ニ貸す程に荒廃 り境内ニ菊花園と称するペンキ塗の大厦あり菊細工 てハ日本ニては第一なりといふ今準備 忙ハし裏門前を通り呉服町通りより本町ニ出て豊田書舗ニ立寄る主人不在去て傳馬町通りより高岳町ニ入高岳寺の （［元］清洲の城 ）を見て主税町の 中氏方ニ立寄り休憩入浴して夕饗ニあつ小寺玉晁翁ノ家は堀川の下洲㟢橋 先キニありたり庭なと掃きたることなく塵埃うつ高し維新前会津の小鉄と称する強賊一夜小寺家ニ浸 せ に玉晁翁厚く諭して帰へしといふ又名古屋ニ一奇人あり水野某といへる［旧］藩士 自ら天爵大臣と名のり道路の改修ニ力を尽せしといふ［或時ハ］自らビワ崎ニ至りて廉價ニ青物を仕入れて豪家ニ く賣り付け利益は専ら道路の普請ニ費して一文も身ニ けず時ニハ荷車のあとを を警官ニなさしめしといふ同至れは村方皆出て其業を助けて道路の改修忽ちにして成る愛知縣の道路の改善は此人大 預つて力ありとす明治廿年頃没せし歟更兎ニ角小寺と相對 て名古屋の畸人といふへし
　
狂人として警察ももてあ
ませり或時ハ［裸体を禁せられし際なと］裸躰 り 警察 至り暑 ／屋内ならバ裸体ニな ても構ハさる なといへ岡田村雄君の山本東次郎 共に吹き込みし［狂言］末廣り 蓄音機を聞く能く入 居り就中
実にもさあり
444444
のげーにといふ
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癖さなからそこに居るか如し廣洲君と共に抱腹す
　
」（
33）
堀田璋左右君の当地市史編纂掛主任となりて東鐘木町ニあるを訪ひ久闊を叙して雑話［熱田］裁断橋の凝宝珠の貴重なることを説きて其保存を勧告す早速其法を講せんといふ維新之際城中御殿の鷺ノ間を購ひしものあり天井、ふすま等を焼却して金三十両餘を得たりと城外ニ竹なげしの御殿と称する建物ありこれハ卅五円ニ買ひしものありてこれは幸に現存し今海東郡某処にうつされありといふ　
蔵書品としてハ
　　
小寺玉晁、先年散逸
　
細野忠陳〔漢学者／散逸せり〕
　
熱田、
　
青木文七
　
〃
　
〃
　　　
醫師ニて某現存
　
名古や
　
本町通り
　　
内田健之丞
　
郵便局
　　　
旧家ニして藤貞幹の縁類ニて貞幹の遺物沢山あり
尾張徳川家ニハ古書数多あり就中東照公之遺物と覚しきものニハ皆如
ㇾ
斯朱もて捺しあり宗板高麗
　　　　　　　　 　 　　 　　
本等皆めてたし内ニ論
　　　　　　　　　　 　　 　 　
語の古写本あり
　　　 　　 　　
論語
　
大本五冊
　
古写
　　　
毎巻之終りニ
　　　
長享戊申二年八月十三日
　　　
心連院宮内卿阿闍梨宏盛
　　　
書之〔生年／二十一〕
徳川家ニ秀吉之印と称するものあり鈕はキリン（［予］按するに獅鈕を見あやまりたるなるへし）陳玄贇
　
は世間ニ傳ふる程の学者ニハあらす
隠れたる儒者としては　
竹野
　
安斎
　
〔茶人
　
鴎の後裔／慶長頃之人〕
　
」（
34）
　　　　　 　　　　　　　　
朱ヌリ
　
大小アリ
　　　　　　　　　　　　　　
カブセ／ブタ
名古屋の　
カバヤキ
　
大串は
　　
長焼といふ
　
［料理法］共ニ腹開きたり
名古屋ニハ古く水道あり水源は
勝カチ
川にして堀川の西
半部所謂
巾ハヾシタ
下
一面ニ敷設すこれは寛文三年ニ城湟の
水不足を補ハん為め兼て飲水の為め其他途中の灌漑用、明治初年ニ至りて破壊明治十八年ニ至りて再興今は雑用とす現今十年計画ニ 犬山より木曽川の水を取ることし既ニ起工式を為したり
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名古屋之狂歌師ニして古きハ宝暦頃
鳥チヤウサン
三
（
久クノ
野
其律）
あり其弟子？
　
可童小川氏（古松亭、省亭ともいふ）
　
六林等のことハ現今有名なる俳諧の宗匠羽〔洲〕氏、
　
問合サハ分明せん歟（魚ノ棚の通り料理店御納屋のトナリニ／居住）
尾張人物傳等　
尾張名家誌
　
二冊
　
名古屋人物誌
　
写本
　
一冊
夜八時［半］辞去途中玄贇といへる菓子を購ひかへる尾張志ニ見えたる板玄贇の一種か鑵入ニなりあり店のかみさん曰くこれは東京より来ると
 」（
35）
思ふに上等品ニ見せん為めにかくいふなるへしかゝる形ニして堅パンの味のことし駄菓子なり夜九時 へり直 就寝夕より雨と る五日
　
火曜日
　
曇天時々雨ふる
昨夜不眠不快
　
午前静養
午後［西区玉屋町一丁目］豊田書舗ニ至り階上ニて書籍を見る主人年齢五十左右頭禿にして痩せた 人物なり姓骨董を好むと見え嵯峨人形、お土産人形等を出し見する小寺玉晁翁旧蔵といへる櫛二枚、等を見　
細野忠陳集
　　
大張込帳
　
〔多く拓本／七冊箱入り〕（七十円と称す）
　
温故雑集
　　
細野忠陳字子高号要斎通称為蔵文化八年
　　
辛未閏三月十五日生明治十一年十二月廿三日終享
　　
年六十八葬城南大光院
非賣品主人珍玩之書玉晁翁筆　
〔連城／文庫〕書籍目録
　
二冊
同吉原書籍目録［これハ種彦ノ］戯場評判記目録
　　　　　　
一冊
同可見図益志
　　　　　　　
巻二壱冊
　
小寺翁の随筆也
近藤守重御写本譜
　　　　　　　　　
一冊
右文古事の罫を用ゆ
　
柱に右文故事
　
巻
　
成斎
とアルヲ以て守重の書かといふ不明主人の話之藤堂家蔵印は
　
」（
36）
　　　　　　　　　　
此蔵印ある本凡てよろし
桑名文庫の蔵印ある書ニ
　　　　　　　　　
この蔵印あり主人同
桑名の御うら様の印ニて珍
　　　　　　　　
らしといふ其意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
味予ニ分らす／仕舞
予の得たるもの　
康富記
　　　
古写
　
大本
　
廿巻
　　
中原康富ノ嘉吉文安頃の日記昨日掘田君ニ聞きし
　　　
〔御／本〕の蔵印あり
玉晁翁の雑記〔明治四／辛未〕見聞
　
集
　　
三
　　
一冊
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辛未日誌拾遺
　　　　　　　　　　　
一冊
〔乙亥勾棟／愛知縣下〕類雑反古
　　
一冊
〔乙／丑〕御城書〔従正月／至五月〕一冊〔乙／亥〕雑々見聞記
　
下
　　　　　
一冊
抜集夢物語
　
明治八年
　　　 　　　
一冊
象貢献
　　　
享保十四年
　　　　　　
一冊
雛形ノ本
　　
享保十年
　　　 　
一冊
攝州有馬温泉記
　　　　　　　
写
　　
一冊
續神皇正統記〔蔵印面白けれハ買ふ／寛文七年
　
信慶〕一冊
解除具物記
　　　　　　　　
写
　　
一冊
洛陽名筆集目録
　　
下／延宝二年
　　
一冊
此他　
元和五年
　
太神宮
　　　　　　　　　　
の銘ある古鏡一面を得て
　
九月十七日［林］文左ヱ門作
　　　　
五時過帰宅
　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
37）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
38）
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」（
39）
六日
　
水曜日
　
曇
午前九時十分発車ニて津に向ふ発車遅るゝこと半時間許ニして出つ此列車は山田行ニて亀山ニてのりかへなし亀山ニて弁当を食し午後一時津着西裏三村清三郎君方ニ投す雑話
　
主人に独騒庵曽谷唯之（印人）随筆一冊を／贈る
入浴夜散歩八時かへる七日
　
木曜日
　
晴
　
寒し
　
袷羽織を着す
午前七時起床
　
昨夜安眠
午前ハ絵はかきなど主人公と合作、宅、廣田、
岡田、赤松、清水等へ出す午後市中の道具屋あるき地頭領町の豊住書店ニて正徳ノ火事の制札一枚を求め岩田橋畔より右ニ折れ［字］ボラ堀より南堀端ニ出て二番町ニ橋本老人（書画屋ニて一奇人）を尋ね　
金鶏ノ画賛
　
半切
　
一枚
　
大石真虎
　
玩具ノ画
　
横長一枚
を得て午後五時帰宅
　
真虎之画を得たるハ
　　　 　 　　　　
欣ふへし
　
一束
夕食後木村温史堂書店ニ行き雑書を求め帰途藤田ニ立寄り九時過帰宅　
摩訶止観七、粟田口蔵印、
　
弘道館記述記活字二、唐詩百絶活一、
　
百人一首古説写五、
　　
天恩廣大活一、
　
四書入学
　
五、三角蔵印
八日金曜日
　
晴
　
北風寒し
午前七時起床〃
　
九時半公園より同裏山之阿濃焼の釜元を
観る五連ノ窯なれと其大さは瀬戸の一にあたる
　
」（
40）
職工四五人のミ素焼之飯碗、湯呑、向ふ付小皿等へ楽書をなして焼上を依頼してかへれは午後二時を過きたり竹清君ニ飯碗十数個ニ玩具尽しを書しもらふ其他旨く出来上りたらはよき土産なるへし　
千鳥形の小皿に
　
蛤に［足を喰］われな浮く千鳥
［小屋かけの］板敷之上にふとん敷きて気を弄す又一興といふへし午後窯元より携へ参りし陶土も 小印 ［数個］造りて夕ニ至る鯨鈕一個ありひそかに其珍をほこる夜又町を散策す得物僅ニ眉住の短冊一枚十時就寝九日
　
土曜日
　
晴朗
　
暖
昨日より、ところの祭礼とて準備 て市中賑ハ
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午前豊住書店ニ至る未た山田の荷着せさる由ニてかへる
　
午前〔当地師範学校長相沢英次郎氏より使もて／今晩、招かる〕
午後
僴ヒロシ
子の学校よりかへるを待ち三人公園うらの
阿濃窯元に遊び又、湯呑、菓子鉢等ニ竹清君の絵を乞ひ五時帰宅直ニ久留島（岩田橋向）の相沢氏ニ赴き夕饗を受く相沢氏は西家の親戚ニて氏少時は紳六郎叔ニ随伴して能く予の家来りしことありしといふ王父洞海先生之書幅なと示さる九時辞して帰途又豊住書店に立寄る若主人先
　
」（
41）
刻帰来之内ニ荷物店頭にあり明日を約して十時（約３行空白）十日
　
日曜日
　
曇時々雨
昨夜ねふれす不快
　
今明両日□の祭礼〔高山神社と／八幡社と合／併して行ふ〕
午前僴子を伴ひて町を見めくる店先ニ皆簾をかけ内ニ屏風なと飾る
　
町の蕭白の六曲屏風
なと見つくし門前町宿屋町の花車 見る門前町は神后皇后宿屋町のは唐子遊なり［共に］精好なる［機械］人形ニ 囃子につれて（囃子も能の囃子ト同様ニて三段ノ舞、キリ等に聞ゆ）人形舞を舞ふ、手を動かし足を運び頭を振りて巧ミに動作す殊に唐子遊のことき一人の唐子前面にしつらひたる木の杖ニ片（手） つき（左の方にある金の羽車頻りに廻轉して磁力？を起す為歟）下と縁を離れて逆立となり片手もて枝に下けたる大鼓を打つこと数度又元とに返り 座に直る等かゝる機械人形は初めて見たり折から雨ふり出し 以てかへる午後竹清君と豊住書店ニ至り十数個の木箱をかき様にて数十冊を抜き價 問ふに不分明預け置きて予は一ト先サキにかへり横臥す窓外騒然此祭りに名物のバリ毛来りしなりと
夕僴子を伴ひ入浴夜主人と紀州行の相談
　
日記を認め諸処へ手紙を
　
」（
42）
かく　　
竹清君を師と仰きて
　
双六をうちならひたる夜長かな
十一日
　
月曜日
　
雨
午前豊住書店ニて昨日撰ひ置きし書冊之代、價を拂ふ店に京都之書肆山田茂助老人あり西村兼文之贋物談を聞く　
兼文は元京都本願寺ノ寺侍なり維新之際ニハ
　
周旋家となりて幅を利かせたり
　
贋物を造るに巧にして古経等の年号なきものへは巧
　
に筆写之年号姓名等を記入せり
　
青蓮院宮より出たる反古之内より帰去来之賦あり
　
五六百年以前 者なり此反古十五枚あり
　
此末の空所ニ
　
唐
　　
年の年号を印刷し
　
て一日之中ニ京都の好書家数人を訪れ 三円五十
　
銭より七円 十銭等ニてうりつけたることあり後ニ
　
これは清国の纂喜慮叢書之中ニも入りて唐
　
印刷ニて持 はやされたり書入等は沢山ニ偽筆
　
を施せしか印刻之偽造はこれ許りなり
　
宋板孝経之落葉摺（棭斎の板刻）ありし 前後 附せる
　
狩谷棭斎の蔵印を切り取り其跡に天山（義満公）
　
之印を捺し（雨ノ森善十郎？京都代々之鑑定家 して
　
其家ニハ偽物を作る為めの［刻］印何 ても蔵せりこの
　
て天山の す）て古経の紙にて裏打し
　
て［宋板として］うりたり
　
平家経に
　
［奉納］海龍王宮云々と書 て按ニ安徳天皇の冥福を祈り
　
たるものに擬す然れ も悲しいかな学問なき為め
　
年号を違へて未安徳帝在世之時ニなす等
　
の失策あり
　
」（
43）
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東寺の宝物調を託せられて出張中、懐中に忍はせしものもあり其他諸寺ニて屢かゝることを為す為め札付となりて後ニハ警戒せられたり商人と結託して偽物を貴紳ニ納めて今現に其家宝と 居るもの少からす天平の古写経にして谷森善臣氏の家宝のことき其一なり京都ニ は雨森東京ニては斎藤バイブル等なり其手段の一例として云へば予（山田茂助）之家に明板の板本あり其末丁を抜き取りこれを宋板ニ 御目ニかけて［且三円位ニうりやらんと］いひ両森家ニ至りて山田の家ニ宋板 る由價は五円なる由それとなく吹聴し去る両森よ 山田ノ ニ 書尋ね来るニ價の安ニなり 兼文来りて五円ニいひ置きたれは二円をよこせといふ類なり東京のバイブルなとよもや〳〵と引かさ て能くたまされたるものなりさ と三度ニ一度は必すもうけさせる事故しらず〳〵買入れ居りしなり当時京都ニ富永冬樹氏裁判官 してあり兼文は能く偽物をハメ込といふか予をだまさバ縛り上けんといふ居りしか矢張り両三回ハメ込まれたるは笑ふべし其頃廿二三年以前は奈良等にての古物ハ沢山あり古写経なと予（山田）なとハより取りなり奈良に至れは京都より経買に来れりとて道具屋等三五人一夜につめかくる勢なりし随而ゼイタクにして天平の年号なきものハ買ハす 勢なりし年号あるものニして二円五十銭な 只の経は五六十銭なりき
　
東大寺内の八幡宮の庫に大般若経あり
これなとハ一巻三十銭ニ 買人なかりきかゝる勢 れバ年号なきものは安き價ニて求め置きこれに年号を入るゝなり巧ミにハ入 れとも写了ノ了ノノノ此字中々かけぬ な今此豊住書店ニある古写経も兼文 字入なりとて展して示すに実 巧ミにして虫くひ と除
　
」（
44）
けて為し且年号の違へるもの二
　
あるに各
其墨踉を異にせり一躰兼文は愚筆なれど写経の字は巧なり頭脳明徹記憶力の強きニハ驚くへきものあり写経の末文なと能く暗記し居れり東寺より出たる写経［名を聞きたるか忘る］望人最多く遂に［切りて］五人に頒てり其一は兼文所持せり近年ニ至り其内ノ一、田中光顕氏の手ニうつ てより田中氏頻 に完全となさんとて京都の品を書立てんとせしか京都ニては田中氏の方の物を買戻さんとなし居れり兼文は写経の偽物は巧なるも紺紙金泥の偽物ハ出来さるへしと ことなりしか遂にこれを 仕上けたりといふ　
兼文の著書
　
京都墓所一覧
　
古書題跋〔此原書山田茂助／方にあり〕
　
日本墓所一覧
　　　　　
〔原書の題板を／ひきうつせし也〕
　　　 　 　　　　　　
〔これは子息等／ニうつさせて／賣りたるなり〕
　　　 　 　　　　　　
〔山田、評して曰／無学の藤貞幹なる／へし〕
　
続群書一覧
　　
八冊
　
宮内省に納
　
殉難烈士の詩を集めたるも
　　　
これニハ城兼文とあり城は
　　　
山城の城を取りたる也
兼文は細面の丈高からぬ品よき人品ニて低声ニて物いふ人なり煙草も吸はす酒も呑まぬ人なり家は窮して根太板を焚付となし己れは畳二畳に座するといふ風なるも必す羽織を引きかけ夏も足袋をうかちてチンとなし居り書冊なと［袖にかくせる物なれは］少しくかさばれは己れ自身持ち帰らさりき天下第一の鑑定家と称せり十四五年前年五十二三ニて奈良ニて没しぬ春日板は古来年代不分明なるもの りそれ ・・・・・校了なと書入れたるものありこれにて大凡何時代頃のものなる歟を知ることを得たりと諸博士達 よろこばれしも実は兼文の筆なりき兼文の子息も手くせあしく諸寺ニ出入して席上採集等をやり 為め出入 止められたり
　
」（
45）
栂尾高山寺のものニ 能く書入をなせ 此寺の住職
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放蕩にして什物多く散逸せり柏木貨一郎氏蔵の有名なる馬
  玉篇は［奈良ニて］壱円五十
銭の掘出しなり　
眼心抄〔山田ニて近年［山田永年氏の注解ニて］彦根の活字ニて／百部を限り印刷〕
［巻首ニ出せる］は空海筆と称す　
るも実はこれニ年号ありて空海より少しく後なりしを
　
兼文これを破りて空海と称して大坂の某に賣りたるに大に
　
自慢となし居りしに後に兼文其末尾を携へてこれを某に示
　
せるに驚きて匆々買取りて葬り去れり此某思ふ 平瀬家
　
ニハあらさるかと若樹按ず
午後閑談
　
大阪〔朝日新聞一号には雁物ありと／山田茂助談〕
夜
　
〃
　
三村君蔵書
　　
墨子
　　　
四巻
　
棭斎蔵印
　　　
末尾
　　　　
右依嘉靖原本對擺精著刷成限三
　　　　
十部始事于寛政丙辰三月訖功于
　　　
戊午七月茲録顛末云
　　　
跋ノ尾
　　　　　　　　
田直詩謹識
　　　
寛政戊午夏篁暾吉漢官学儒氏書
　
柱ニ
　　
墨子
　
【巻
　　　　
倣傚乾隆聚珍版式本
　　　 　
箕林山房校刊
論語集解攷異
　　　
四巻
　　
一巻之末
　　　
吉漢官学生合五通古本伊氏刊本
　　　
及舊鈔本皇侃義疏陸徳明釈文明
　　　
監本邢
昺
正義朱熹注本比對校勘
　　
四巻之末
　　　
聚珍版蔵在于箕林山房
　
増田利房刷印
　
柱には
　　　
箕林山房校刊と
　
玉河書屋校刊と
　
」（
46）
　　
両様ニ入れあり
　
倣
俲
乾隆之は同し
今日之収得書目　
耳底記
　
細川幽斎歌集二、
　
暦之抄二、年中故事要言
　
七、
写本　
元禄日記二、天文日記一、
　
元禄頃雑記一、
　
高彦雑記一、騰勝雑記
　
檜垣貞雄日次略記一、
　
神風抄一、
　
神秘武具〔内／外〕陳宝愚録一、
　
神都春秋
　　
太神宮諸雑事記一、
　
雑例一、
　
石屋本縁事、
　
自鳴鐘時盤考、
　
東京土産一、
　
新律綱領一、
　
太政官誌一、
　
〔射和文庫／射陽書院〕略目録一、
十二日
　
火曜日
　
雨
バ
  トウノ
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午前
　
当地之素封家川喜多久太夫氏主人を訪問し
来る
　
面会
　
同氏今年卅二才といへとも卅五六才ニ見ゆ
る痩身の人なり旧家代々好事家輩出し其先ハ自然斎と号して湧蓮門下に聞たる歌人なりき氏之祖父は又物好にして多く書冊等を貯へたり去冬当地に谷川士清翁之祭展ありし際［□□せ ］其歌集恵露集は佐々木信綱氏、氏之家より発見せしものなり氏之祖母は射和文庫之竹斎翁之家よ 来 し人なり祖父は好事家にして松浦竹四郎とは別懇りしといふ
   　　　　　　　　　　　
」（
47）
木村ニて収得　
蘭山十品考一、
　
疱瘡心得筆、
　
水滸傳解一、
　
かよふ神の講釈一、
川喜多氏も又我黨之士なり午後竹清君と豊住書店 行く午前少しく見すへきものあれは来るへきよし案内ありしによる先日之口ニて［同しく］松木家より出たる古文書（文禄より［至］天正寛／永外宮―）百通許あり一括し［ての］價を問ふに文書未た價分らすといふわさ〳〵人を請し置きて價の分らぬといふは不都合なり匆々去る夕方より雨霽れ市中賑ふ夕入浴夜僴子を伴ひ観音境内 見世物、西洋あやつり（酒飯、無頼漢と牛肉屋ノ女ヤ／好色漢と女乞食、踊等）並ニかるわさ（内ニ米人と見ゆる／もの一名加はれり）を見て八時かへる雑談十時ニ至る十三日
　
水曜日
朝雨滴之［の］音を聞く
　
午時より霽れたり
雨天之為め延引せし御祭りも此晴天に俄に景気つきて花車、屋䑓を曳出す
午前竹清君と地頭領町之久須見骨董舗［商舩會社出張所ニて便舩を問合す］ニて屏風一双にはりたる書画［のミ］を求む三村君
　
」（
48）
最初十一部を取り予［残り］全部を引受く寛永頃之茶人之尺牘（多く山田ノ医師／久志本式部少輔宛）多し午後明日出発ニ付荷物の整理をなす四時僴子を伴ひ屋台等 写真にとる［並ニ三村君夫妻を］夕入浴夜市中見物賑ハし［岩田橋迄 ある蕭白之曽／我之討入ニ山陽之賛せし屏風／有名なれと見す］白銀屋の蕭白之屏風を見る帰来主人と紀州行之相談十時就寝日記をしたゝめ十一時就寝名古屋之書肆玉潤堂へ書目ニより護国園随筆三冊を注文す宅にはかきを出す十四日
　
木曜日
起出れは曇天空模様面白からされと西風吹き居れは 和ニなるへしとて十時出立十一時贄崎より「 しけ」ニて愛知丸ニ［三百八十噸］乗舩正 出航此頃より空よく晴れたり北風に送られ伊勢湾の波浪をわけて進む右イセノ山之
　
愛
たり二時鳥羽湾口を入る塔志崎左手ニあり景色よし同半同湾に投描　　
秋晴や鳥羽之湊をわたり舟
　
」（
49）
　　　
［波切に暫時淀泊］
　
夕食うまし〔鯛さしみ／川ハギノ肴有〕
鳥羽を出て難所と聞き る大王崎も蓄音機を聞きつゝいつしか過きぬ事務長旅順之戦争談をなす内ニ秋の夜も更け同室之桑名之商人ニ 新宮出しもの り新宮附近之路順なと て明日明後日は新宮之祭礼
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なりといふに所謂千歳之一遇なれはとて木ノ本下舩之豫定を
三ミ
輪ワ
崎サキ
（新宮迄一里廿余丁／あり新宮ニハ舩着かす）
迄延ハし切符を買足す長崎ニ入りしは十時頃なりこゝより毛布うちかつきて臥せしか機械之音、波之音、折々吹き鳴らす汽笛に一睡之夢も結 ずして明けたり所は木［十五日］之本なり朝日さし出てうるハし時ニ五時七時出錨九時三輪崎着舩をすてゝ上陸［海岸］奇岩列ひ立ちて景色よし海濱にある漁舩各々五彩をもて色どりて美ハし其二三をうつすやゝ海濱を歩して左の山道ニ入る小丘いくつか越えて向ひに新宮の町見えたり［一里廿余町］此邊之農夫多く牛を使へり農婦物を頭にのせ 行く町に入れは御祭りとて國旗と共に門口には軒を越ゆるはかりニ榊を門並に立つること門松のことし魚うりの女天秤にてザルノ中に魚を入れ上に木ノ葉 覆ふ　
イワシニヒラキハドジヤン
　　　　
クシヤ〳〵と聞ゆ
旅館油屋ニ投す新築 して心地よし午食に鮎膳に上る　　
秋鮎の
午後新宮に参詣境内いとひろくして
　
」（
50）
紀州三輪崎海濱所見漁舩
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
51）
牧野：林若樹日記・明治四十二年（上）〈九月廿二日～十月廿一日〉
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」（
52・
53）
秦徐福之墓晩秋鮎膳ニ上ル徐福死んで　　
ひとりのこれり
　　　　
秋の鮎
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
54）
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社前
　
午王を頂く
芝生のあたり諸ノ商人店を出して賑ハし土地の玩具もかなと見廻るに皆大阪出来ニて面白からす社傍の河原に競馬之見世物かゝれり遥かに熊野川の水見ゆ碧色瑠璃之如し町を見めくり丹鶴城の旧趾を左手に見つゝ一坂を下れは稲田うちひらけり［田の中に］二本の枯樹［樟樹なりと］の下に一碑あり題して秦徐福［之］墓といふ徳川頼宣卿の建つるところと往昔徐福は木ノ出町の東波多須浦なる
矢やいが
賀
ノ磯に着し暫く居りて後新宮に移り
住みたりといふ波多須古へは
秦ハタス
氏
に作り矢賀の丸山に
徐福之墳ありしか海嘯の為めに流失せしといふ徐福といふは當らす すとも古く支那よ
氏時に上陸
せし地なるへし帰途山本周次郎氏を訪ふ遅れて又二客あり一は土地之人、此地の談を聞く　
熊野浦一帯之松魚舩は五彩を以てかさる
　
これ徐福之乗り来りし舩の遺制なりと傳ふ
　
椿之葉に刻ミ煙草を巻きて喫するも古き風
　
なりこれを
生ナマシバ
柴
といひ十葉廿葉ワラもて一括
　
として荒物店口ニうる其香味、柴の香と相混
　
して一種之芳香 発し一度其味を覚え 終生
　
捨つること能ハす故 以て椿の葉を取り其色
　
のあせさらん為め瓶に封し折々水を打ちて保
　
有につとめ もの 先つ其葉もてキザミ
　
くる〳〵と巻きて口にくわへて巧に喫して口 放
　
たす喫しつゝ一方よりつばを吐くなどす其火の
　
口元に来りてあ き処うましといふ維新前
　
なと当地のものゝ京都なとに上るにこの を携へて
　
行きしものもあ と
　　　　　　　　　　　　
」（
55）
丹鶴叢書を作りし水野中央侯は鶴峯院と謚して其墓本廣寺に在す侯は桜田変後国に帰へるに駕篭に替玉を使ひしといふ然時人に疾視されたる丹鶴叢書之板木維新後宮内省ニ献すと聞く（？）其一
部散逸せり当処之玩具といふものなし元と此地は原料のミを供給する地ニて材木は其まゝ。鯨、鮫、鯱等之牙髯等加工せすして輸出せし ニて近来他国より種々の職工入り来り 漸く箪笥其他も出来る様ニなれり当地ニて現今土地の事を能く調へ居るは山田と小野某なり山田氏は山田常典の息なり（山田常／典は丹／鶴叢書／の板下を書きし也）ケヤキノ皮付黒ヌリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「ムサシ」といふ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所ニて製す
　　　
腰下け
　　　
ムサシヤロウと
　　　
いふヤロウは
　　　
薬籠之略歟
　　　
と竹清君いふ
新宮今十月十五日之祭礼は能野地なる飛香之宮之祭礼なり明十六日は新宮の祭神速玉命之祭日なり今十五日徐福のもて来しといへる鞍を神馬に着けて河原に至る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
56）
牧野：林若樹日記・明治四十二年（上）〈九月廿二日～十月廿一日〉
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十六日は神輿
　
河原より乗舩九隻之漁舟に曳かせて
上流の嶌にわたり漁舟は只嶌を周廻して競走すと正月六日［夜］神宮側面ニ聳ゆる神倉山より松明をかさして数千一時に町ニ下りて競争すこれを
御ヲトウ
燈
祭りといふ
辞して本廣寺に詣りて墓所を拝せんとせしに墓所は数町と距る［中学校近傍に］処ニ一畫をなしてありといふに明日ニてもとむらハんとて一旦帰宿暫時にして又新宮の御馬のワたるを見んとて行く神官十数、楽人三人、巫子一人あり神主神扉を開きて神馬 鞍置き上に巴に唐草の紅 覆ひかけ二人の僕丁口を取りて階下に進めは御魂を鞍上に安 中門を出つ警固の上ト先を拂ひ次に楽人、次に鳥かふと て鉾持ちたるもの二人、次に巫子、［傘をさしかけ］次ニ神馬 曳き十数の神主其後に随ひて門を出て町を行くこと一町許左ニ折れ 河原ニ向ふを拝してかへる時は六時なりき直ちに入浴夕香魚又膳ニ上る
　
〔夜向ひ側なる小野氏（中学校／教師）に［刺を通して］面会
／せんとせしか差支ある由ニて会はず〕夜町を散歩し土地之産物なと探かし僅ニ煙草入一個を求む三村君は檜皮製の傘を求む檜笠［たり清国産笠］ニ擬して近頃製出せしもの　　　　　　　　　　　　　　　　
なるへし笠裏は内務省登
　　　　　　　　　　　　　　　　
録の字及
　　　
貴賤笠
　　　
東牟婁郡皆地村
　　　
上平定之助
　　　
とあり
　　　　　　　　　　　　　
」（
57）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ナマシバ
　
竹清
椿ノ葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
寫
　
一把五十枚〔許〕入り
　　　
金五厘也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
58）
十六日
　
土曜日
　
晴朗
昨夜屢々めさむ八時起床九時半此地之人、山田正氏を訪ふ氏は山田常典之息なり年齢五十左右能く談す山田
常ツネスケ
典
は元伊豫吉田藩之ものなり水野
土佐守忠央侯に知られて出入となり後に藩士に列す丹鶴叢書 板下を書すること十数年為め平素病弱之身を一層弱めしといふ忠央侯は英　
之士にして夙に泰西の医術を採用し江戸浄
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瑠璃坂の邸内ニハ学校を起し［黒川真頼小中村清矩等来り日当一日一朱］和漢學を講せしめ兼て柳川春三（此人を用ゐて大に／藩政を改めたり）宇都宮孝之進（後、三郎）を聘して理化学を究めしめたり忠央侯は好
ㇾ
古丹鶴叢書、丹鶴図譜等の著あ
り三万石之小諸侯なれは財政はゆたかなるニあらす故ニ柳川春三を聘 或は塩田を起し銅を採り飯田某を蝦夷地へ遣 て探検せしむる等のことをなしたり忠央侯の妹にひろ子といへる［絶世の美人］あり西ノ丸へ上けて将軍の寵を蒙りて竹之丞といへる一子を挙ぐ一方伊井 と結ひ内外相應して泰西之事情を将軍に通し重用せ れたり丹鶴叢書ニハ力を尽されしか幕末となりて国事多端兵備等の為め金銭の失費甚しかりしを以て中止となれり其板木［小石川］原町の下邸に七戸前倉ニ充満せしか明治初年ニ至て百五十円に拂下け［と］ り其板はつふされたり
    　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
59）
山田常典〔文久三年七月七日没享年五十六／葬新宮〕水野中央〔元治二年龍集乙丑二月二十五日／没／年五十八
　
葬橋本／鶴峯院殿従
　　　　
五位下前土州太守篤勤日精／大居士〕
丹鶴図譜の画は高崎千春なり先年大坂滞在中熊本ノ人山東某に遇ふ其人曰紀州新宮ニ山田常典といへるあり熊本［の方］にてはどろぼう常典といへり其訳は予（山東）の親戚の家に有名の蒙古襲来之絵巻物ありて藩公といへとも貸與はせす然るに一画工と名乗りて毎日訪門して熟視すること廿日間其後此図板ニなりて水野家より藩公に進められたり寸毫も違はす穿鑿するに新宮に山田常典 いふものあり千春をして図をうつさせしなりとてどろぼう常典と 親戚のもの憤れり云々〔常典は蕗園と号し（庭ニ秋田蕗 植えたり）／蔵書印は用ゐす時ニ常典の二字を結ひし花押を用ゆ〕
幕末朝廷と徳川家との
　　
せし際幕府ニ於
て廃帝のことを議せしことありしと見え一夜深更江戸の藩邸の居住に 老訪問せり夜中といひ家老の来るなと重大なりしこ ゝ見えたり急に床敷を拂ひて招せしに一人肩衣をつけたる士を伴へり父（常典）家族をして二階ニ避けしめ密話一時半許ニして辞され 階下ニ下れは二客既に去れ父衣を改め長子をし 提灯を携へしめ御殿に行く出て行く際母を呼ひて［御家 一大事出来せり或は］このまゝ帰らさるへしさらは急き後事を某に談 國にかへるへしとて其まゝ立 しか〔一同〕詮すへ 知らさりしか［暫時ニして］無事帰宅 亦語らす後数日にして村田
　
」（
60）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
61）
春野来る春野は磊落の人座につくや否や先日此方にも来れりや前田（夏蔭）の方にも行けり塙［次郎］に見えたりアンナ馬鹿なことかあるも か前田ハアイマイ塙は賛成をした歟だか馬鹿ナ奴じゃ云々未其所以を知らす後に父、母 語れるは実は の時れるは安藤閣老の侍臣ニして廃帝の古例を調へさせん為めにて
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若し事成就せは二万石の加増其士ニハ布衣以上ニ取立へしとの事なりきかゝる無謀なることの何として御受出来へき此事ハ死を以て君公をいさむへき決心ニて若し聞かれすんバ其場を去らは割腹せん覚悟なりき幸ニ君公ももと不承知のことなり 故無 に済みたるなり事秘密 附せんせしか村田春野の［先日のことく］言に出て汝等の耳ニも入りたれバいふ也と云し後ニ父は此事を熟懇なる大橋訥庵に通せしに訥庵は当時浪士の集会所なりしを以て此事洩れて浪士間大ニ沸騰 安藤閣老之要撃となり塙次郎九段邊ニて暗殺されたりこれを斬 たるものは伊藤俊介（博文）其人なりきと此事ハ故品川弥次郎子の直話なりき　
神宮領分記
　　
写一冊
　
虫入にてぼろ〳〵なり
　　
末尾ニ宝暦之写し云々明治二年写す云々とあり
　　
土人の手ニなりしものニて最信憑申へし紀州家
　　
ニて編纂せし續風土記は現今紀州を記せ
　　
しものニて最精しきものなるか土人の書上を徴
　　
せしを以 当時封建之世役人の専横を恐れ如
　　
此故事あるやとの尋問 ハ多く其種之物無之候と
　　
返答せしもの多し或は僧侶山伏等多少文筆
　　
あるものハ附会の説を曲筆して答申せ
　　
を机上ニありて編纂せ を以て誤り非常
　　
ニ多し一例を言へは此近傍に弁慶産屋杉
　　
といふもの りて有名と聞如此書ニよれハ
　
」（
62）
　　
寛永の頃鈴木某の旧屋敷 其頃庭園なり
　　
後荒廃して田甫となり此杉ノ木のミ残り居り か
　　
近頃弁慶産屋杉と称する（弁慶は湛海之子なり
　　
といふ俗説あり）は笑ふへしといふこと見えたり云々
　
熊野年鑑
　　　
写本
　
一冊
　　
神武帝以来嘉永頃迄の事績を年表ニ
　　
せり虫喰多し
神武帝東征之際海中辛温暴風皇舟漂蕩稲飯命、三毛入命両皇子海中ニ入り給ふ処ハ木ノ本の東
荒坂大字
二ニギ
木
嶋
二木嶋の湾頭岬角海を［相遍りて］抱く処両祠あり一は稲飯命一は三毛入命を祭る神体は中古之ものなれと武装したる木像なり（約９行分空白）談中バニして山本秀次郎氏亦至る正午辞去午食後藩公之墓所を拝せんとて行く途中一骨董店ニ立よりしに昨日遇ひし三村君相識之牛場某声を低く其処の主人饗導せんとて四人西ニ向て行く中学校を過くる手前ニ一小石橋あり新宮 葬式は
　
」（
63）
此処迄にて見送り人も僧侶も皆かへ 去るなりといふ数丁ニして一丘［字橋本］によりて白壁をうちめくらしたる一廊ありこれ藩公の廟なり番人留守戸を排して進む 堂あこれより石階数十段を上りて墓石相並ふこと十数最後の処のもの忠央 之墳墓なり其図を模して背後 丘上ニ上る海上より此邊り見晴し 景色よし稲田を隔一松林の茂生する一阜ありこの場処稲田より低しと思はるゝに大水の際は浸害を受けす之を浮嶋といひて熊野七不思議の一とすといふ又前 往還 下 三輪崎道を進むこと数丁旧道ニ入りて田甫道を過きたる行手の一丘阜上墓石累々これを南谷といひて共葬墓地たり山田常典先生之墓も此中ニあるな 尋ねめくるに尋ね当らす遂に空しく山を下りて近道を取り 中学校わきに出て牛場某並ニ道具屋主人 別 此日行ハゝ神輿之渡御を拝せんとて急き市中をよぎりて河原ニ下れは今や神輿御舟にうつり れニ随ふ競争之舩数艚正ニ川上ニ向つて 発せんとする処なり群集を押しわけて写真四枚をうつす此ノ邊り川下ハ川口川上は山岳重々左は神倉山聳え下に新宮の森ありて かめよし日西山ニ没せんとすれは匆々帰寓夜山本秋次郎氏を訪ね次て牛場某も至る
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雑話
　
紀州御〔庭〕焼を見る美事也
　
紫グスリ
　
黄、緑、紋様銀杏ニ青
安政年間飯田某之君命ニよりて蝦夷地に行くを送りたる当所之湯者湯川浴、山田常典之長歌柳河
（春三）之文章を一巻にしたるものを見す
　
」（
64）
午後十時帰宅明朝五時出発本宮行之便舩ニのらんとて日記をしたゝめ終りて臥したるは十一時を過きたり十七日
　
曇
昨夜又夢を結びがたし五 起床六時発足［寒し］迎ひに来れる舩頭に伴はれて神宮川河原ニ至る雨いまにもふり出でん景色なり客船は此上七里計りなる宮井といふところ迄は毎日ありされとこゝより右へ瀞、左へ本宮へ行くニハ別に舩を仕立つるか 荷舩ニ便乗を乞はさるへからす幸ひ今 は［禅］僧二人本宮近く行く人あるに會し四人ニて借切りて発す時ニ七 なり宮井迄ハ一人四十銭位なれと本宮迄 借切一艘六円也今日雨ふり出てんけしきなれは二割といふ処なれと一円割増を貰ひたしといふ舟にうつる舟長さ四間許底は平らたし冨士川下る舩のこときへろ〳〵にあらすしてがつしり 出来あ 客船とて上に板の屋根をつけあり（取はづし自在）胴の間二つに別る一方に座を占むれは舟を押し出す舩夫三人長さ三十間許太さ小指程の麻綱をヘサキよりの棒に結ひつけ ［三人］先きに立ちて河原の上を曳く舩頭ヘサキ
に立ちて杉の丸太の竿を以てあやつり行く或時は竿を横に引きかけて己れ水中に入りて押し行くシヤツ、又は腰迄の衣服に素足に草靴はきたり新宮の森を過きて一曲すれは河中ニ
御ミ
舩フネ
嶌といふ先日之祭礼ニ
は競漕之小舩（此）小嶌の上にて神官の合図ニよりて向ひの河原を発して此嶌を一周し 下るなりといふ乗合之二僧一は［年三十左右］童顔 して地蔵眉肥満、巡廻教師と見え
　
」（
65）
一僧は土地の僧侶ニて案内と見ゆ老僧なり種々談話す
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
66）
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頭痛山平愈寺小春日や舩よりおかむ　　　　
堂の屋根
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
鮎とり舟
　　　
」（
67）
或時は深淵碧色をなす処舩夫路窮りて綱をワニ手繰りて皆船にうつりカイ、竿をつかひて對岸ニ
達し又水中にとひ入りて曳き出す大友の渡しといふあり御祭りかへりの人達の舩ニうつるを写真に取る此処ニて一人便乗を乞ふ、同乗す荷物船あり船夫四人汗をながして上るに會 荷重けれは中々に進まず河原を這ひつゝあゆむ一奇観なりこれニ反して下り来れる舩は船夫一人ヘサキニ立ち竿を持ちて巧に瀬をよけつゝ或時は平均を保たん為め 身をヘサキニひれふして行く はともにて櫓をあやつり行く疾きこと矢の如し此邊四ツ手ニて鮎を漁するを見る又鮎船あ 小舟の中央にムシロ張りの小屋をつくり此邊山嶽重畳けしきやうやくによし最よろこぶべきは境廣くして甲斐の昇仙峡のこと 窮屈ならざるにあり水冷屈折幾曲廻するを知らず山窮 まるところ路又こゝにつ んかと疑ハる一曲すれは山容又漸に開けて尽くるところを知らず、
檜ヒ
杖ツエ
の文字ヶ瀬
いふところは川中一丘突出し水これに激し 逆行之浪を上くること三尺只見る一荷舩あり板幾百枚をつみ板上便乗者三人をのす舟夫櫓 あやまりて激流中ニ落ち〔半回〕轉をなして危く岸 つく為めに水舩中ニ入りて漸く沈まんと を見る危〔倹〕いふべからす釣鐘岩といふは絶壁の一部釣鐘形に剥落せしを取りて名けたるもの奇とするニ足らす瀧二三かゝるを見る一瀧は那智之裏瀧
　
」（
68）
たりといふ昼頃より空霽れて暖くなれり字
楊ヤウジュ
樹
？に昔一大楊樹あり此木切られて卅三間
堂之棟［梁］となれりといふ其残株に薬師如来を刻みありしか廿二年大洪水之際流失せしといふ此楊樹の動く度ニ帝頭痛を病ませ給ひける為め薬師を祭れりといふ一小宇あり平愈山頭痛寺 号すと舟中 老僧いふ、落語家のいふ一目山随徳寺
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に似て山号の奇抜なること欣ふへし和気明神あり此後山より和気蘭といふ名品を出すと炭鑛ありて山上よりケーブルのかゝりて石炭を運ふを見る此邊河原益ひろし行き〳〵て宮井に至るこゝは右は上北川［此上流瀞八丁也］左は木津川の相合す ところなり二流其色をことニし碧色瑠璃之如 ハ上北川やゝ濁れるは木津川 り暫く其色を異にして流る［明治］廿 年洪水以来かく濁りて今に清まずといふ此以前新宮を予等の舩ニ先つ廿分許ニ出し客舩ニ追つき相合してこゝに達す時ニ午後二時なり先方の客を予等の方ニ乗せ一艘となし二艘の船夫六人惣かゝりニて曳き［本宮に向つて進む］五人河原を曳き一人舟をあやつる人多き為め進行すみやかなりなかめよき山河に［我等］賛嘆 声 たへずして本宮の手前
請ウケカハ
川
に着きしは四時半なり前ノ二僧並ニ便
乗の人共に湯ノ峯之方ニ行くといふに本宮は明日にとて能きつれなれは［本宮迄九里八丁といへ 九里程なるへし］こゝより舟を捨てゝ湯ノ峯に向ふ土人の二丁許りといふ峠の約十町もあらん 思はるゝを越え二僧は湯ノ川ニ至るといふ 別れ便乗せし人の饗導ニてせばき山道を行く時日くれ初めて人顔もおほろニなりぬやかて湯香し りに鼻を襲ふに目指す御処の近きを知りぬ路傍一湯瀧あり蒸気朦々た
　
」（
69）
そこを過れは一劃やゝ開けたる峡中 出つ旅舎数十左右ニつらなり中央を流るゝ水濛々たる蒸気 以て蔽つる此処即湯ノ峯にして古来名たかき温泉なりあづまやニ投宿旅宿前 ノ橋をわ り 処浴室あり小栗湯といふ小栗判官之来り浴せし処と傳ふ落心気爽快夕食を喫すこゝも又香魚膳ニ上るに［夜具部屋 暗室に代へ ］種板を入れかへ日記したゝめ終りしは九時を過きたり昨夜 眠とて殊之外つかれたり窓外をのぞめば又曇れり明日之快晴をいのりつゝふしどに入る
　
舩夫の穿つところの草鞋一足三銭有り日ニ三足
　
を費すとヲバタの女子之を作るに妙多くヲバタの
　
特産とすと
十八日
　
月曜日
午前六時起床窓を排せば湯の気峡中ニ立こめて霧のことし空もやゝくもれり八時出立薬師堂に詣づ東光山と号し名高き薬師なり持佛堂の左右之扉は兆殿司之筆と傳ふ何さま徳川氏時代のものとハ見えす本堂は片桐旦元之奉行ニて建築せられしものなりしか去明治卅六年に焼失せしといふ惜しむへし祠前ニ一小鉄釜あり鈴香立となす其周囲ニとあり形図に示すかこと温泉縁起御守等を受けて本宮ニ向ふ一峠を越ゆ
　
山中老鶯しきりに鳴き秋花乱
れ咲く
   　　　　　　　　　　　　　
」（
70）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
71）
熊野湯ノ峯温泉
　　　
十月十八日
　　　　　　　　　　　　　　
朝
　　　　　　　　
あづまや
　　　
楼上より
　　　
うつす
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」（
72）
奉寄進那智山瀧本護摩堂盧釜為武運長久奉納
　
者也
　
寛永八未年
　
丁卯
　
霜
　　　　　　　　　　
月
　
吉日
　
丹羽金十郎
　　　　　　　　　　　　　
取次
　
良仙
先年の火災にかゝりしと見え鉄色赤し頂上に爰より小栗判官車塚の由来と書したる石標あり上り壱二丁ある様ナレハ登らすして過く車塚の名は古墳の一名なり果して古墳ニや如何小栗判官云ニは後に車塚の名ニ て附會せしや明々しこゝより路下 なり遥 下に熊野川をのそむ下ること十数丁ニして人家ある所ニ出つこれ本宮の町なり町の長さ五六町［熊野川に沿へる］一小駅ニ過きず町 はつれにさゝやき橋といふあり れ 二町許ニして往還 面して図表立つこれ本宮なり宮 元河原ニありしか廿二年の洪水ニ流失せしを以て今は此丘上に新に宮居を造営し奉れり社は別格官幣中社なり石階数十段を上れは丘上やゝ空潤参拝之後社務所ニて午王、御守を受けて下山途中、［和泉］式部歌塚あり傍らに擬宝珠数個をかためて置きたり就て
 　　　　　　　
」（
73）
見るに先年流失せし本宮橋のものな 銘元和六庚申和泉式部歌塚
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郵便局ニ寄リ宅へのはかき四葉投函町ニて本宮製の箸、土瓶敷（シュロ製）等を求め　　　　　　　　　
大小あり
　　　　　　　　　　
求めしものは
　　　
畑行の際携ふるもの
　　　
高一尺許の
　　　
もの
　　　
方言イドコ海岸ニては
ヒノキノ皮製籠
　　　　
ヒノキボツコリといふ
　
」（
74）
　　　　　
水面よりは数間高し然れ
　　　　　　　　
とも毎〔年〕両三回は必
　　　
す浸水すと故に家は皆
　　　
釘を用ゐすして取はづ
　　　
し自在なり
木津
（十津）川上流の文武〔館〕中学校の卒業者は成績よし此地
方よりもわさ〳〵入学せしむとここより乗舩時に十時毎日九時に下り舩あり人数の多少ニよりて定期ニ遅れて発舩［あること多し］といふトモに牛一匹乗る下りなれは舟足迅くしてやかて昨日上陸せし
請ウケ
川も過きたり昨日上りたる路なれ
と左右之山容又趣をかへたる見る目新らし
　
」（
75）
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なかめあかず下りは、舩夫ロを押し舩頭ヘサキにありて竿をあやつる瀬に至れは舩底砂礫にふれてカツ〳〵として音あり舩頭のもてる／ナタ／これニて／折々杉／丸太の竿／の先を／削 砂礫に／さほさすを／もて暫時／ニして尖／頭丸くな／るをもて／なり左顧右ベンながめあかすと見る内ニて宮居なりといふに驚き荷物をまとめて河原ニ下りたては舟は又流れに随ひて忽ちの中ニ影を没しぬ爰より
瀞ドロ
に至るにはこゝにて熊野
河に合する北山川を遡ること五里許なりといふ舩の指所ニ至りて一艘を仕立てもらふ待ツ間に弁当つかひ（こゝより瀞迄往復／一艘四円五十銭の定／價なりと）て乗る若者二人にて舟をすゝむ又昨のごとく一人曳舩をなし 人竿をあやつ熊野川と異り北山川は水清く
水底の砂礫歴々数ふへし上ること十数町河中一大怪石横ハる横一瀑布絶壁よりかゝる大石の上山腹人家十数ありこゝをタケドウといふ大和國に属すと河原より木屑を拾ひて［竹清君］昆爐口火を吹きて茗を煮る一碗…苦茗とるに俗腸を洗ふへし
　
」（
76）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
77）
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 」（
78）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　
 」（
79）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
80）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
81）
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」（
82）
山はやゝ色つきて秋色やうやく深し船頭のもの言はずして秋悲し上ること三時間許木津呂にいたる［丘上人家十数］炊煙ゆるく騰りて暮色漸く迫らんとす岬角を一周するに水路険悪舩底屢々カツ〳〵 響あり時を費す約半時にして
玉タマキ
置
口に至れは既に秋の日のくれんとして
山腹の人家もやゝおほろげなり此はなをめくれは即ち
瀞ドロ
なり此間八町峡中漸
く相迫り水碧潭をなして［恰 湛え］たるに似たり故に瀞の字あり
舟峡中に入れは既に暮色暗憺として寇に
　
を
人に秘するかことし眼を張りて僅に写生の筆を採る［櫓声こだまに響きて物すごし］峡中幾屈折屈折することに景新也只其くらきを憾む［高處ハ］忽ち
舌クワツ
とし暗中ノ燈光見ゆ
舩夫暗中声を発して其瀞に着 たるを報す［舟］漸く其燈下さす崖下ニ至る舩夫又大ニ呼はつて客来を報すれは崖上僅に応するあり即ち舟をすてゝ
　　　　
を踏むて［崖上に］達［し船夫共に］来て投宿
宿の名を下田戸屋といふこゝは向ひは三重縣イセ、右の向ひは和歌山縣此地は奈良縣三縣相接するの地なり郵便局は二里許玉置にあり避遠の地なること知 へしこゝの御土産は絵はかきのミなり卅年頃東久世伯来遊されてより年々観光の客を増す此宿は此地ニ一軒のミ人家といふても数軒に過きざる
　
」（
83）
様なり夕食、鯵ノ干物ニ吸物ハカマボコニ麩なりなまじい魚よりハ干物の方はるかニよしランプ暗ければ蝋燭をもて来さしむ蝋燭なしと見え提灯にともしてくるも一興なり此燈火［の下に］て日記したゝめ終りしは九時過ぎたり十九日
　
火曜日
　
雨
七時起出れは夜来之雨未止まず白雲去来前山陰顕出没奇いふべからず朝飯又鯵の干物をつく寒村思ふへし宿泊料、昼飯のむすびをこめて四十五銭廉といふへし八時舩夫 促し昨夜之小舟に投じ傘の下にうづまる舟又瀞の峡中に入る昨夜模糊の間僅に　　　
たるとハ別景之如し［○］舩夫指して［直立せるハ］位牌嶌
　　　
なと教ゆ
嚕声ゆるく峡中を過き○懸崖一橋かゝるはりがねの釣橋なり此峡又別に舟を通ずること五里許［薪］炭木材等之産物あり戸数二
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百戸に足らされど物産多しといふ玉置口、木津呂も過ぎたり雨盛んにふり出て時に舟夫舩中ニたまるアカを汲出す暫くありて雨又止む［只見る］白雲山腹に横ハる一帯をひくかごとし忽ちにして山顛を覆ひつくし沛然として傘に注ぎて声あり玉置口ニて児童十数雨傘をかざし渡船ニて行く
　
」（
84）
を見る通学の途次なるべ かゝる様 都會之児童ニ見せたし　
艪の音［にこたふ］こだまも秋の声
宮居につきしは十一時なり十時ニ一番舩（新宮行）出たりといふに二番船を仕立てもらひ其間下田戸よりもて来る行厨をひらく塩もつけざる握飯を調あるのミ塩をもらひて僅に食す素飯を食せしは去卅九年頃三州の伊良胡崎の［外］海岸を旅行せし折と今回となり舩の出発をしらする為め法螺貝を吹く雨雲かゝれる山々に反饗して淋し十二時出船
　
こゝよりは客舩たれは昨日乗りしことき
屋根ある舟なり昨日之晴朗ニ引きかへたる天気なれは直ニ横臥景色を賞せんともせす神宮ニ着きしは五時なりき河原に鳥むれつどゐたり雨を冒して旅館油 ニかへる［此度ハ］往来を距てたる別館ニ案内す今年七月に没せし先主人ハ風流 志厚く書画 好み篆刻をよくし別館ハ数寄 こらせりかけたる軸額なと面白きもの多し、陶翁之額ニ花ノ屋法橋（桑名ノ人穂山唯念）田家遠暮其他観月の二枚折、三角、南濱其他張交之屏風等あ室清く且つ清閑欣ふへし雨漏之音聞きつゝ十時
　
」（
85）
過る頃就寝廿日昨夜熟眠今朝起出つれは雨全く止み日影うらゝかなり絵はかきを岡田、松廼舎、魯庵、上田諸氏へ発す十時乗車して那智ニ向ふ車の先きには例のことく洋犬ありて曳く十五日通過せし道を通過し一峠を越［て海邊に出て］三輪崎に至る、これより暫時海邊を過き又山を登る峠の茶店ニ休憩車夫の昼食するを待つ茶店に小猿あり主人ニまつわる今年生れのものなりといふ此処一面海をみはらし右に岬角長く突出すこれを
太ダイ
地チ
崎といひ鯨の漁場な
りといふ近年鯨舩は砲を以て銛を投する為め其音響之為めに鯨は元より他の魚類も寄ること少しなど車夫いふ車上サバの酢を
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頬張りつゝ行く山を下りて又海邊近く行きて一社に達す濱の宮といひ有名なる補陀落寺［観音］と軒をならべて鎮座す此地神武天皇〔行宮〕の跡とて一区を畫し石標を建てゝ表す、境内濱ノ宮ノ傍に丹鶴戸部を祀れる小祠あり〔小石合祀あり／三狐神と題ス〕又境内に一種の竹藪あり十月尚筍を生す竹肉厚し三村君曰鳳山竹なりと此地の暖地なることを証すへし
　
」（
86）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
87）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
88）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
89）
古昔補陀落寺の住職にして年老ひたるものは一舟に乗せて流せしこと慣例にしてこれを御渡海と
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称したるものなり蓋し支那の補陀落山へ渡る意なるへし然るに未た年耄せさるものも無理に捕へて流せしこともありしと新宮ノ山本氏語る此寺を守る老僧頗る不得要領昔しならハ最早御渡海ものなるべしこゝ［を過きる］ 数町勝浦路にわかれて山手ニかゝる路爪先上りに井関を過きて市野に至る途稲の刈入にて忙ハしきを見るこゝより車をすてゝ車夫の饗導にて那智瀧ニ向ふ瀧迄十二町といふ新道 やゝ道緩なるを選ひてのほるあえぎ〳〵のほれバやがて瀑布の頂上森梢に現ハる［時に］材木をつみたる牛車下り来 即ち撮影す数曲にして石階を踏みて下る両側之［老］杉直ニ天に影して昼尚暗く石階苔なめらかに冷気肌を襲ふ倍々たる瀑声漸く耳を聾す　　　　　　
懸峯幾十丈一大白布を
垂れたることしこれ幼き折りより にせし那智之大瀧なり竹清子衣を軽ふして瀧壷を極むやか 瀧下豆人現ハる又撮影す懸崖直立幾十丈全景をカメラに納むることかたし竹清子手を挙けて招く即又岩をふみ分けて瀧壷に向ふ途子のかへるにあふ衣袂共にうるほふ瀧壷はいと浅しといふ〔心中ひそ に華厳瀧の方崇／高なる 想ふ〕元の処ニかへり衣服 とゝのへて神宮に詣づ石階幾百段足つかれ、息苦しあえぎ〳〵して観音ニ至る此邊又瀑布 正面に見 景よし
　
」（
90）
一段高地に那知神宮あり参拝、観音ニ詣て御札等をうけ堂前の茶店ニて箸を求む煙草入、奇石等ノ土産物をひさぐ此店の老翁種々土産を案出すといふ折悪しく不在に 談話を聞かざりしハ遺憾殊に［神宮ニて］午王を受けさりしは残念 午玉は観音之方とばかり思ひ神宮社務所 あ に思ひ至らず其まゝ 過きしなり観音ノ御堂（御堂ハ保護／建築物）
内ニ金剛杖をうる面白けれど持帰へるに不便なれは求めず　
材杉
　
長四尺許
　　　　　
那智山所授金剛杖
車夫公曰先般一女子此那智瀑上より投身せしものあり其まとゐし
絑
珍の帯今納めて当寺にありと番僧
曰御見せ申さうかと、宜しく願下けにして出つ一鐘楼あり一大梵鐘かゝる銘よみかたし竹清子予を肩車にして即鐘にすがつて字をたどる陽文尽く削り去つて只、享ノ字八月日ノ数字を讀ミ得るに過きざるは惜 む［べ］し思ふに維新の際神佛分離之際狼狽銘を削り もの歟山風たゞちにふき立ちて冷気身にしめば忽々に て山を下る石階幾千段にして［やゝ］平［坦］路に出つ一橋あり下馬橋といふ其銘ニ曰
　
」（
91）
　　　　　　
瀧見物ニ二時間を費せしわけ也
先きの茶店ニ戻れは時ニ四時なり命し置きし昼飯を喫す、ズイキを橙々の酢のもの［ ］せ が旨 此邊蜜柑、橙々、なと人家の傍らにうへたる 見那智は飴の名物たり水飴並ニブッカキあり此邊餅米のよくとるゝ処 てそれより製する もて味殊によしとて茶店 主婦ほこる処ニ車に上り又元の道に出て海邊近く行く薄暮秋
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冷身にしむ天満を過きて勝浦に至り
なぎさや
4444
に
投す海濱にのぞめる地なり勝浦は一小湾二三の
□
船泊するを見る時に五時古座川の上流ニ一枚岩の奇勝あ 又串本村無量寺に蘆雪並ニ応挙之襖絵ある由本宮行の舟中の僧より聞きて一見せん筈なりしか勝浦につき見れは少しく勝景にもたれたる気味且つ日
　
もはか
□
らざれは此寺の見物は見合とし此夜一時出舩之大阪行ノ汽船にて田邊行に一決主婦をとらへて 地産するところの鰹舩の模型の有無を問ふ正月には賣るところあれど［近在よりかせぎ 来る漁夫買求めて土産ニ／するなりといふ］今は無し其正月ニ賣るものも年々少なくなり行きたれは今になくなるへしといふ夕食前町を見めくらんとて竹清子 出つ町とハいへ二三町行けは直ニ海濱に出つるこ き狭き地なり但し舩着きなれは球戯場よりコツ〳〵の音を聞き楼上より絃歌しきりに聞へ化粧ノ者町をありくを見るゑはがきを求めなから又鰹魚船のことを聞に球戯場の裏手に駄菓子なと商ふ一小戸あり正月ニハそこにてうるが今は かるべしといふに或はうれのこりもやと其家ニつきて問へば
　
」（
92）
老媼コレカノシといひて店 小蔭よりほこ を吹きつゝ取り出すを見れば正しくそれなり今一艘よりなしといふ予は既に所持すれは竹清子ニゆつる（價廿六銭）此玩具は
太ダイ
地チ
崎にて製造して此地に持ち来りて
うる之れをうる店は此家一軒な といふ［價も］割に高けれは、 も程なく絶ゆるなるへし汽船待つ間に日記したゝめなとす折から汽笛の声聞え直く乗組むへしとの事ニ急き女中ニ荷物もたせて数町あなたの波止場
に至る既に七日之月落ちて湾内碇泊之燈光点し散見するのミ、櫓声ゆるく檣頭、燈火を点したる汽船ニつく肱川丸といふ［やかて上舩時ニ夜十一時を過く］一号室内愛知丸より清らなれと動揺甚し直ニ臥床半醒半睡之内ニ一夜を過こす暁ハ一港ニ入る周参見なるへし朝六時田邊ニ着朝暾嶌山より出てうつくし直ニ上陸、海邊なる錦城館ヘ投す此地一等の旅館なりと田邊は紀州ノ家老安藤氏の城下なり城今廃す旅館之邊即之れなりとねむき目をこすりて町を見ありく学校、茶屋等多きところに見えたり町のたゝすまゐ何 なく落付きて住まひよき土地なるやと見ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
93）
実践女子大学文学部　紀要　第 59 集
− 43 −
紀州田邊産
　
アタマ凧
裏
　　　　
ハク
　　
西ノ内二枚
　　　
一枚四枚等モアリ
紺ドサニて　　
骨を押ゆ
　　　　　　　　　　　　
紙ヲリカヘシ
　　　
紙ヲリカヘリ
　　　　　
四本糸目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
94）
（白紙）
　
」（
95）
道々古道具店をひやかし
闘トウケイ
鶏
神社に詣る途蟻通社
ニ詣す闘鶏神社は町を東方ニ距ること十数町ニあり　　　　　　
某去就を決せんかために社前ニて闘鶏
せしといふをもて名高きものなり按す に闘鶏は年中行事の一 して鎌倉八幡社前ニも闘鶏
野？
といふ処あり
［後世云］源平の故事をもて附會せしものなるへし六社を祭る種々宝物あるよしなれど平日は見せず帰途ニ就く玩具店ニて此地特産之玩具、アタマ凧、コメツキ車、春駒、天神祠、等を求め骨董店［一古道具や］ニて童子人形［アヤヰ笠を着したり／田楽をうつせしものか 、ヲランダ［模様］うつしの香
爐？
、並ニ［古代］更紗、［浮世絵風祇園祭ノ図也］風
呂敷をもとむ此更紗は和蘭模様を日本化して周囲ニ山鉾の模様をつけ中央ニは浮画風ニ祇園祭礼之図を画きワクと中央との間ニハ花模様を出せり風俗より察するに文化頃のもの歟價は高けれ［金五円］と兎ニ角珍物なり直ニ其骨董店 て荷つくりをなさしめて小包ニ出す午饗を ある鳥屋ニてしたゝめ［本通り］を會津橋迄至る海見え丘もあり石器時代之遺跡さて 古墳なとあるへき地勢 り日晴れて暖かに何なく京都の郊外ニも似て穏和なる町のさまなり［門戸ノ入口ノ鴨居ニ御符受の箱必すあり］此地近傍産する古屋石 以て名産とし諸処ニて賣る就て見るに意ニ通するものなし竹清君ニ別れひとりひげを剃 客待つ間此地発行する牟婁新報を見る町長攻撃 て全面 埋む何となく蝸牛角上ノ争といへることも思ひ合ハ れていやな心地す三時帰寓すれバ竹清君は又出てあらすあまりに
　
」（
96）
牧野：林若樹日記・明治四十二年（上）〈九月廿二日～十月廿一日〉
− 44 −
ねむけれは横臥する内華胥ニ遊ふ下婢の入浴をすゝむるニ驚かされて目さむ時ニ四時元気快復入浴竹清君もかへる又町をあるき［福路町ニ］弁慶産屋松を見たりとて写すを示さる（新宮之処参照）［且つ］重けれと土産とて古瓦石一個を求めたりとて見せたる
　　
諸処ヘはかきを出す（赤松、ヒロ田、宅、／内田、岡田等）
やかて夕食
　　
桃花園三千丸ノ短冊一枚入手
夜又ひ り市中を見めくる暗中屋敷町をありき突如古谷石のミを商ふ店前ニ出つ就て陳列之諸品を見大小二個を求む、古谷の地古昔より山水石を産す地は西牟婁郡にあり内に
羊シダ
歯
尾谷、カイダリ、
並ニ
南ミナベ
部
ノ奥
瓜ウリ
谷あり瓜谷は維新迄は御留山ニして
採掘を禁せり此石は岸壁に其脈厚二尺程余り厚きハなし）二個処或は三ヶ処ありてこれを掘るなり石は表面ボロ〳〵の岩ニつゝまれあり採掘せし工金槌にて叩き見其音響ニよりて 中ニ包れたる堅き石の大小を察して缺き行くなり其底部に此柔か岩の附着せさるは價値なしこれを沓といふなり惣して古谷に産するものハなめらかなるもの多く瓜谷産は
皺シュン
の多きもの多し
と田邊町紫明堂　　
小倉庄作
古谷石　　
販売
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」（
97）
古谷石之談を聞くこと一時間許帰宿すれは十時竹清君既に寝ねたり予もふしどに入る
　
」（
98）
裏見返し
　　　　
」
